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［
論
文
］

柴
田

　崇

サ
イ
ボ
ー
グ
の「
原
型
」: 

“

extension

”の

系
譜
学
に
基
づ
く
J
・D
・バ
ナ
ー
ル
の
読
解

は
じ
め
に
．

身
体
の
加
工
を
サ
イ
ボ
ー
グ
化
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
そ
の
起
源
は
古
く
、
義
肢
に
よ
る
補
綴
や
化
学
物
質
の
投
与
等
、

治
療
の
始
ま
り
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
は
サ
イ
ボ
ー
グ
も
、「
サ
イ
ボ
ー
グ cyborg

」
と
い
う
語
が
誕
生
し
た

一
九
六
〇
年
時
点
で
は
治
療
の
た
め
の
技
術
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
日
の
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、
治
療
目
的
の
技
術
と
し

て
以
上
に
、
治
療
を
越
え
た
増
強
、
す
な
わ
ち
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
技
術
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
と
し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
を
語
る
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は
エ
ン
ハ

ン
ス
メ
ン
ト
論
の
な
か
で
語
ら
れ
る
べ
き
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
現
状
を
理
解
し
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
未
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来
を
展
望
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
を
測
る
た
め
の
基
準
が
必
須
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
に
ま
つ
わ
る
言
説
が
参
照
す
る
「
原
型 archetype

」
を
特
定
し
、「
原
型
」
か
ら
の
変
異
と

し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
遷
移
を
観
察
す
る
手
法
を
提
示
す
る
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
系
譜
学
」
は
こ
の
手
法
を
指
す
が
、

「
原
型
」
を
基
準
に
「
原
型
」
以
降
の
議
論
を
整
理
す
る
に
は
、
系
譜
上
に
複
数
存
在
す
る
「
原
型
」
す
べ
て
に
と
っ
て
の

基
準
た
る
最
初
の
「
原
型
」、
つ
ま
り
「
起
源 origin

」
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、「
系
譜
学
」
で
は
、

通
常
の
議
論
と
、「
原
型
」、
お
よ
び
「
起
源
」
を
区
別
し
な
が
ら
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
る（

1
）。

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
の
一
つ
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
を
特
定
す
る
と
き
の
手
掛
か
り

と
な
る
の
が
、サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
示
し
た“extension”

の
語
で
あ
る
。
通
常
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
頻
出
す
る“extension”

を
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
で
、
過
去
に
遡
り
つ
つ
「
原
型
」、
さ
ら
に
「
起
源
」
に
つ
な
が
る
一
筋
の
系
譜
を
た
ど
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
原
型
」
か
ら
現
在
ま
で
の
議
論
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
き
、
同
じ
対
象
を
同
じ
語
で
記
述
し

て
い
る
は
ず
の
テ
ク
ス
ト
の
間
に
差
異
が
観
察
で
き
る
。
著
者
の
個
性
を
含
め
た
あ
る
時
代
状
況
を
反
映
す
る
テ
ク
ス
ト

間
の
差
異
か
ら
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
と
い
う
存
在
の
同
一
性
の
ゆ
ら
ぎ
さ
え
看
取
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
系
譜
学
は
、
過
去
を
向
い
て
「
原
型
」
を
探
し
、
そ
れ
を
特
定
し
た
後
に
、
今
度
は
そ

こ
を
起
点
に
現
在
に
向
い
て
通
常
の
議
論
を
配
置
し
、
そ
れ
ら
の
特
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
以
っ
て
完
成
す
る
。
本
稿
で

は
、「
原
型
」
の
特
定
と
評
価
に
、
系
譜
学
と
い
う
方
法
論
の
検
証
を
加
え
た
準
備
段
階
の
作
業
の
み
を
行
う
。「
原
型
」

以
降
の
数
多
の
議
論
に
つ
い
て
は
代
表
的
な
も
の
を
列
挙
す
る
に
留
め
、
詳
細
な
評
価
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

論
を
始
め
る
前
に
、
第
一
章
「
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
の
一
部
と
し
て
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
」
で
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
語
が

誕
生
し
た
状
況
と
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
が
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
と
極
め
て
親
和
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
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現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
を
探
索
す
る
に
は
、extension

を
三
つ
に
分
節
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る

必
要
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
サ
イ
ボ
ー
グ
論
は
、
実
は
、
三
つ
あ

るextension

の
う
ち
の
一
つ
に
基
づ
く
も
の
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
章
「extension

の
系
譜
学
」
で
は
、

extension
を
三
つ
に
分
節
し
て
得
ら
れ
た
意
味
を
手
掛
か
り
に
、
各
概
念
の
「
起
源
」
と
其
々
に
固
有
の
価
値
と
を
確

認
す
る
。
そ
し
て
、
分
節
し
た
概
念
を
踏
ま
え
て
、
系
譜
学
と
い
う
方
法
論
の
特
徴
を
、extension

を
含
む
テ
ク
ス
ト

の
読
み
方
と
と
も
に
説
明
す
る
。

以
上
の
成
果
を
も
と
に
、
第
三
章
「
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
『
原
型
』;

バ
ナ
ー
ル
の
未
来
予
測
」
で
は
、
現
代
の
サ
イ
ボ

ー
グ
論
の
「
原
型
」
と
な
っ
た
思
想
を
特
定
し
、「
原
型
」
と
「
起
源
」、
お
よ
び
「
原
型
」
以
降
の
通
常
の
議
論
と
の
比

較
を
通
じ
て
「
原
型
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
章
「
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
正
統
」
で
「
原
型
」
以
降
の
代
表
的
な
議
論
を
紹
介
し
た
後
、「
む
す
び
」
で
は
、
サ
イ
ボ

ー
グ
論
の
未
来
を
展
望
す
る
た
め
に
、
現
行
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
課
題
を
指
摘
し
つ
つ
、「
原
型
」
と
は
別
の
系
譜
の
サ
イ

ボ
ー
グ
論
の
可
能
性
と
必
要
性
に
も
言
及
し
た
い
。

一
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
の
一
部
と
し
て
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論

治
療
目
的
で
開
発
さ
れ
た
技
術
を
健
常
者
に
投
与
す
る
と
き
、
健
常
者
が
通
常
の
水
準
を
超
え
た
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
あ
る
。
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
の
治
療
薬
の
モ
ダ
フ
ィ
ニ
が
健
康
な
成
人
男
性
の
記
憶
力
と
注
意
力
を
向
上
さ
せ
た
例

（
2
）

を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ピ
ン
グ
が
筋
力
や
持
久
力
の
減
退
に
対
処
す
る
医
療
技
術
の
乱
用
で
あ
る
事
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実
を
想
起
す
れ
ば
、
上
記
の
現
象
が
目
新
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
目
新
し
く
な
い

か
ら
と
言
っ
て
問
題
の
深
刻
さ
が
軽
減
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ド
ー
ピ
ン
グ
に
限
っ
て
言
え
ば
、
技
術
の
進
歩
は
ス
ポ

ー
ツ
の
意
義
を
無
化
す
る
増
強
の
手
段
を
常
に
提
供
し
て
き
た
が
、
現
在
ほ
ど
、
正
常
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ド
ー
ピ
ン
グ

の
境
界
を
画
定
す
る
の
に
高
度
な
専
門
知
識
を
要
す
る
時
代
は
な
い
。

技
術
の
発
達
を
背
景
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
通
常
の
水
準
を
超
え
て
人
間
の
能
力
を
増
強
す
る
是
非
を
問
う
議
論

が
、
い
わ
ゆ
る
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
と
し
て
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

3
）。

今
日
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
概
観
す
る

と
き
、
人
間
と
機
械
の
融
合
体
に
つ
い
て
の
議
論
が
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
と
極
め
て
親
和
性
が
高
い
だ
け
で
な
く
、

専
ら
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
を
肯
定
す
る
者
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
印
象
を
受
け
る
。
実
は
、
こ
の
印
象
に
は
確
た
る
根

拠
が
あ
る
。
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
と
同
じ
家
系
に
産
声
を
上
げ
た
存
在
な
の
で
あ
る
。

サ
イ
ボ
ー
グ
の
語
は
、
一
九
六
〇
年
五
月
二
六
日
、
テ
キ
サ
ス
州
サ
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
の
ブ
ル
ッ
ク
ス
空
軍
基
地
内

の
ア
メ
リ
カ
空
軍
航
空
医
学
校（A

ir force School of aviation M
edicine

：
現
在
のA

ir Force School of A
erospace 

M
edicine

）
で
開
か
れ
た
「
宇
宙
航
行
の
心
理
・
生
理
学
的
側
面
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（Sym

posium
 on 

psychophysiological aspects of space flight

）の
壇
上
で
誕
生
し
た
。
一
九
五
七
年
に
ソ
連
が
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ

ッ
ク
一
号
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
軍
事
的
均
衡
を
取
り
戻
す
た
め
に
宇
宙
へ
の
進
出
を
模
索

し
て
い
た
。
当
時
、
空
軍
大
佐
と
し
て
同
医
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
Ｂ
・
フ
ラ
ハ
ー
テ
ィ（B

ernard E
. Flaherty 

生
没

年
不
詳（

4
））は

宇
宙
進
出
に
伴
う
課
題
を
洗
い
出
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
オ
レ
ン
ジ
バ
ー
グ

の
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
州
立
病
院（R

ockland State H
ospital

：
現
在
のR

ockland Psychiatric C
enter

）で
精
神
薬
理
学
の

研
究
に
従
事
し
て
い
た
Ｎ
・
ク
ラ
イ
ン（N

athan S. K
line 1916

〜1983

）に
発
表
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
た
。
ク
ラ
イ
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ン
は
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
を
研
究
し
て
い
た
同
僚
の
Ｍ
・
ク
ラ
イ
ン
ズ（M

anfred E
. C

lynes 1925

〜
）に
声
を
か
け
、

薬
物
の
使
用
、
お
よ
び
人
工
装
置
の
移
植
に
よ
る
宇
宙
環
境
へ
の
適
応
を
考
察
し
た
予
稿
原
稿“D

rugs, Space, and 

C
ybernetics”

を
準
備
し
た
。
そ
こ
で
二
人
は
、
宇
宙
環
境
へ
の
適
応
を
心
理
、
生
理
学
的
観
点
か
ら
検
討
し
た
上
で
、

身
体
の
機
能
が
宇
宙
空
間
で
低
下
し
、
正
常
な
精
神
活
動
の
足
か
せ
に
な
る
と
い
う
予
測
を
導
き
出
し
た
。
循
環
器
系
や

内
分
泌
系
等
の
自
律
神
経
系
の
恒
常
性（
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
）が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で
高
次
の
精
神
活
動
に
悪
影
響
が
出
る

と
考
え
た
の
で
あ
る
。
地
球
環
境
に
い
る
の
と
同
じ
正
常
な
状
態
を
恒
常
的
に
保
つ
た
め
、
二
人
は
低
次
の
身
体
に
人
工

装
置
を
接
続
す
る
案
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
提
案
の
背
景
に
は
、
身
体
と
人
工
装
置
が
情
報
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

に
よ
っ
て
定
常
状
態
を
つ
く
り
出
す
点
で
共
通
す
る
と
の
認
識
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
を
公
分
母
に
人

工
装
置
と
接
続
し
た
有
機
体 cybernetic organism

、
す
な
わ
ちcyb

-org

が
誕
生
し
た
。

二
人
の
予
稿
原
稿
は
加
筆
、
修
正
さ
れ
、
翌
年
、
ク
ラ
イ
ン
を
第
一
著
者
に“C

yborgs and Space”

の
題
で

A
stronautics

誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
同
論
文
で
は
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
が
ク
ラ
イ
ン
ズ
の
発
案
に
よ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
た（

5
）。

予
稿
原
稿
、
お
よ
び
同
論
文
を
読
む
と
、extend

やextension

の
語
が
、「
機
能 function

」
の
語
と
と
も

に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る（

6
）。

二
人
が
使
うextension

は
、「
拡
張
」
と
訳
出
す
る
の
が
適
当
な
内
包
を
持
ち
、

元
来
、「
増
強 enhancem

ent

」
や
「
増
大 augm

entation
」
に
言
い
換
え
可
能
な
概
念
な
の
で
あ
る
。
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
遺
伝
子
を
備
え
つ
つ
、
治
療
の
揺
り
か
ご
に
産
み
落
と
さ
れ
た
の
だ
と
言
え
よ
う
。
サ
イ
ボ
ー
グ

が
ほ
ど
な
く
ハ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
の
領
域
か
ら
飛
び
出
し
、
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
で
超
人
的
存
在
と
し
て

成
長
し
た
の
は
必
然
だ
っ
た
の
だ
。

エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
技
術
を
肯
定
的
に
捉
え
る
論
者
の
中
で
最
も
先
鋭
的
な
一
派
に
、
い
わ
ゆ
る
「
超
人
主
義
者 
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transhum
anist

」が
い
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー
の
Ｇ
・
ク
ラ
ー
ク
ス（G

reg K
lerkx

）（
7
）は

、Ｉ
・
メ
チ
ニ
コ
フ（É

lie 

M
etchnikoff/ Ilya M

echnikov 1845

〜1916

）を
第
一
世
代
、“T

ranshum
anism

”（1957

）と
い
う
小
論
の
あ
る
生
物

学
の
Ｊ
・
ハ
ク
ス
リ
ー（Julian H

uxley 1887

〜1975

）ら
を
第
二
世
代
、
現
代
の
超
人
主
義
の
ア
イ
コ
ン
的
存
在
の
人

工
知
能
研
究
者
Ｒ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル（R

ay K
urzw

eil 1948

〜
）や
エ
ク
ス
ト
ロ
ピ
ー
協
会（E

xtropy Institute

）の
創
設

者
の
Ｍ
・
モ
ア（M

ax M
ore 1964

〜
）、
そ
し
て
同
協
会
に
所
属
す
る
論
客
の
Ｇ
・
ス
ト
ッ
ク（G

regory Stock

）ら
を

第
三
世
代
と
す
る
超
人
主
義
の
系
譜
を
描
き
出
し
た（

8
）。

超
人
主
義
者
た
ち
に
共
通
す
る
の
が
、
進
化
を
人
為
的
に
操

作
す
る
こ
と
へ
の
熱
情
で
あ
り
、
進
化
の
た
め
に
生
物
由
来
の
器
官
を
切
り
離
し
た
り
、
人
工
物
に
置
き
換
え
た
り
す
る

こ
と
へ
の
躊
躇
の
な
さ
で
あ
る
。
一
九
〇
八
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
の
受
賞
者
の
メ
チ
ニ
コ
フ
は
、
細
菌
の
巣

窟
で
あ
る
腸
を
切
除
す
る
こ
と
で
自
然
死
の
原
因
の
一
つ
を
取
り
除
け
る
と
考
え
、
あ
る
種
の
人
体
実
験
を
施
行
し
て
仮

説
の
実
証
を
試
み
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
ス
の
論
考
は
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
、
そ
し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
技

術
の
導
入
に
積
極
的
な
集
団
の
心
情
、
す
な
わ
ち
進
化
を
人
為
的
に
操
作
、
制
御
す
る
こ
と
へ
の
熱
情
を
見
事
に
言
い
当

て
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
ス
が
示
し
た
超
人
主
義
の
系
譜
に
は
、
現
代
の
最
も
先
鋭
的
な
サ
イ
ボ
ー
グ
論
者
も
含
ま
れ
る
。
現
在
に
至

る
ま
で
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
が
概
ね
人
工
物
に
よ
る
身
体
の
機
能
の
増
強
の
可
能
性
を
前
提
に
議
論
し
て
き
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
超
人
主
義
の
血
は
、
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
全
般
よ
り
も
む
し
ろ
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
濃
く
流
れ
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

ク
ラ
ー
ク
ス
の
考
察
は
、
超
人
主
義
者
に
共
通
す
る
心
情
の
観
点
か
ら
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
の
つ

な
が
り
を
論
証
す
る
根
拠
を
提
供
し
た
点
で
参
照
に
値
す
る
。
し
か
し
、そ
の
考
察
に
は
重
要
な
論
点
が
欠
落
し
て
い
る
。
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そ
れ
は
、
超
人
主
義
者
た
ち
が
描
い
た
進
化
の
内
実
で
あ
る
。
確
か
に
、
ク
ラ
ー
ク
ス
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
超
人
主
義

者
た
ち
は
人
為
的
な
進
化
を
志
向
し
て
い
る
。
サ
イ
ボ
ー
グ
化
に
つ
い
て
言
え
ば
、
身
体
の
器
官
や
機
能
を
人
工
物
に
置

き
換
え
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
変
化
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ー
ク
ス
の
議
論
は
、

超
人
主
義
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ
い
て
身
体
の
器
官
の
切
り
離
し
や
人
工
物
へ
の
置
き
換
え
を
是
認

し
、
推
奨
し
て
き
た
か
の
か
を
見
落
と
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
が
、「
拡
張
」
の
概
念
に
基

づ
く
身
体
論
に
加
え
、と
き
に
科
学
的
法
則
の
衣
を
ま
と
う
進
化
の
シ
ナ
リ
オ
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

土
屋
敦（
一
九
七
七
〜
）は
、
一
九
五
七
年
に
「
超
人
主
義
」“T

ranshum
anism

”

を
書
い
た
前
出
の
ハ
ク
ス
リ
ー
が

一
九
二
七
年
公
刊
の
『
啓
示
な
き
宗
教
』（R

eligions w
ithout R

evelation

）で
「
超
人
主
義 trans-hum

anism

」
の
語
を
使

用
し
て
い
る
点
に
着
目
し
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
英
米
圏
の
「
先
端
生
命
科
学
技
術
」
論
に
、
エ
ン
ハ
ン
ス

メ
ン
ト
論
の
興
隆
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る（

9
）。「

先
端
生
命
科
学
技
術
」
論
の
中
心
人
物
た
る
遺
伝
学
の
Ｊ
・
Ｂ
・
Ｓ
・
ホ

ー
ル
デ
ン（John B

urdon Sanderson H
aldane 1892

〜1964

）、ジ
ュ
リ
ア
ン
の
兄
で
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』（B

rave 

N
ew

 W
orld, 1932

）の
著
者
の
Ａ
・
ハ
ク
ス
リ
ー（A

ldus H
uxley 1884

〜1963

）ら
の
発
想
が
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技

術
を
肯
定
的
に
捉
え
る
一
派
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
複
数
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（

10
）。

ま
た
、

モ
ア
ら
世
界
超
人
協
会（W

orld T
ranshum

anism
 A

ssociation

）（
11
）

に
加
わ
る
現
代
の
超
人
主
義
者
た
ち
も
、
ホ
ー
ル

デ
ン
ら
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
公
言
し
て
い
る（

12
）。

本
稿
で
は
、「
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
英
米
圏
の

『
先
端
生
命
科
学
技
術
』」
の
範
囲
を
さ
ら
に
絞
り
込
み
、
一
九
二
三
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
か
け
て
キ
ー
ガ
ン
・
ポ
ー
ル

（K
egan Paul

）社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
『
ト
ゥ
―
デ
イ
・
ア
ン
ド
・
ト
ゥ
―
モ
ロ
ウ
』（T

o-day and T
o-m

orrow

）シ
リ
ー

ズ
が
形
成
し
た
言
論
空
間
に
注
目
す
る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
、
ホ
ー
ル
デ
ン
を
筆
頭
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
思
想
界
の
俊
英
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を
執
筆
陣
に
迎
え
て
科
学
、
道
徳
、
女
性
な
ど
の
テ
ー
マ
毎
に
そ
の
未
来
を
予
測
し
た
一
〇
〇
編
を
超
え
る
論
考
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
主
題
は
、
同
シ
リ
ー
ズ
所
収
の
Ｊ
・
Ｄ
・
バ
ナ
ー
ル（John D

esm
ond B

ernal 1901

〜1971

）

の
論
考
の
な
か
に
サ
イ
ボ
ー
グ
と
名
付
け
ら
れ
る
以
前
の
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
バ
ナ
ー
ル
の

思
想
が
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

バ
ナ
ー
ル
の
思
想
を
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
と
特
定
す
る
根
拠
は
、そ
の“extension”

の
用
法
に
あ
る
。

こ
の
点
を
論
証
す
る
た
め
に
、ま
ず
「extension 

の
系
譜
」、次
に
系
譜
に
注
目
す
る
方
法
論
の
「extension 

の
系
譜
学
」

の
順
で
論
を
進
め
る
。

二
、extension 

の
系
譜
学

技
術
に
関
す
る
欧
米
の
文
献
を
繙
く
と
、extension

と
い
う
語
を
頻
繁
に
目
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

語
の
意
味
を
特
定
し
た
り
日
本
語
へ
の
翻
訳
を
試
み
た
り
す
る
と
、そ
の
多
義
性
に
気
付
く
は
ず
だ
。
結
論
を
述
べ
れ
ば
、

こ
の
語
は
、
少
な
く
と
も
、「
延
長
」「
拡
張
」「
外
化
」
の
三
つ
の
概
念
に
分
節
で
き
る
。
い
ず
れ
の
概
念
も
身
体
を
基

準
に
し
て
技
術
の
意
味
を
測
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
ず
れ
の
概
念
も
「
身
体
の extension : the extension of the 

body

」
の
か
た
ち
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
ら
く
意
味
の
分
節
が
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
と
も
あ
れ
、
技
術

を
記
述
す
る
文
脈
に
登
場
す
るextension

は
、
よ
り
正
確
に
は
、
①
「
身
体
を
延
長
す
る
も
の
」、
②
「
身
体
機
能
を

拡
張
す
る
も
の
」、
③
「
身
体
か
ら
外
化
し
た
も
の
」
の
三
つ
に
分
節
で
き
る
。extension

は
、
三
つ
の
概
念
の
一
つ
の

記
号
な
の
で
あ
る
。
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三
つ
の
概
念
に
は
、
技
術
の
特
性
を
各
々
の
身
体
論
に
基
づ
い
て
記
述
し
て
き
た
其
々
の
系
譜
が
あ
り
、extension

を
含
む
テ
ク
ス
ト
群
は
、
技
術
が
当
該
時
代
の
人
々
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
三
つ
の
概

念
の
其
々
の
内
包
を
理
解
し
て
か
ら
テ
ク
ス
ト
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
。

現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の「
原
型
」と
な
っ
た
バ
ナ
ー
ル
の
著
作
に
もextension

が
頻
出
す
る
。
バ
ナ
ー
ル
が「
拡
張
」

の
系
譜
に
連
な
る
思
想
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
し
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
を
ア
ー
カ
イ
ヴ
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
内
包
、

使
用
状
況
、
併
用
さ
れ
る
他
の
概
念
、
概
念
の
「
起
源
」
の
観
点
か
らextension

を
三
つ
に
分
節
す
る
こ
と
で
、「
拡
張
」

が
独
立
の
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い（

13
）。

①
「
延
長
」

「
延
長
」
のextension

は
、
使
用
時
の
道
具
が
あ
た
か
も
身
体
の
一
部
に
な
り
、
身
体
を
空
間
的
に
延
長
す
る
現
象

の
記
述
に
見
ら
れ
る
。
Ｍ
・
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ（M

aurice M
erleau-Ponty 1908

〜1961

）ら
の
道
具
使
用
の
哲
学
や

心
理
学
説
の
ほ
か
、
現
在
で
は
、B

M
I

（brain-m
achine-interface

）等
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
論
の
基
調
を
な
す
。

例
え
ば
、
Ｍ
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー（M

ichael Polanyi 1891

〜1976

）は
、
道
具
使
用
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。「
ハ
ン

マ
ー
で
釘
を
打
ち
込
む
と
き
、
釘
に
も
ハ
ン
マ
ー
に
も
注
意
を
向
け
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
の
仕
方
は
異
な
っ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
ハ
ン
マ
ー
の
打
撃
が
釘
に
与
え
る
効
果
を
注
視
し
、釘
を
最
も
効
果
的
に
打
つ
よ
う
に
ハ
ン
マ
ー
を
振
る
う
。

ハ
ン
マ
ー
を
振
り
下
ろ
す
と
き
に
は
、
そ
の
柄
が
掌
を
打
っ
た
こ
と
は
感
じ
ず
、
そ
の
頭
が
釘
を
打
っ
た
こ
と
を
感
じ

る
。
し
か
し
あ
る
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
は
確
か
に
ハ
ン
マ
ー
を
握
る
掌
と
指
の
感
覚
に
は
敏
感
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ハ
ン
マ
ー
を
効
果
的
に
扱
う
案
内
と
し
、
ま
た
釘
に
向
け
る
注
意
と
同
じ
程
度
の
注
意
が
向
け
ら
れ
る
の
だ
が
、
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た
だ
そ
の
仕
方
が
こ
れ
ら
の
感
覚
に
対
し
て
は
異
な
る
の
だ
。
こ
の
差
異
は
、
後
者
の
感
覚
は
、
釘
の
場
合
と
は
異
な
り
、

注
意
の
対
象
で
は
な
く
、
そ
の
用
具（instrum

ent

）な
の
だ
と
言
え
ば
述
べ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ら
は
そ
れ
自
体

と
し
て
注
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
を
強
く
意
識
し
つ
つ
も
何
か
別
の
も
の
を
注
視
し
て
い
る
の
だ
。
私
は
私
の
掌

の
感
覚
の
従
属
的
意
識（subsidiary aw

areness

）を
持
ち
、
こ
れ
が
、
私
が
釘
を
打
ち
込
ん
で
い
る
こ
と
の
焦
点
的
意
識

（focal aw
areness

）の
中
に
溶
け
合
っ
て
い
る
。
こ
の
ハ
ン
マ
ー
を
探
り
針
―
隠
れ
た
腔
部
の
内
部
を
探
る
―
に
置
き
換

え
て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
盲
人
が
杖
を
用
い
て
道
を
探
る
さ
ま
を
考
え
て
み
る
と
、
こ
こ
に
は
、
杖
を
持
つ
手
と
筋
肉

に
伝
達
さ
れ
た
杖
の
衝
撃
を
、
杖
の
先
に
触
れ
た
物
の
意
識
に
置
換（transport

）す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
」（

14
）。

そ
し
て
、
こ
う
結
論
す
る
。「
従
属
的
意
識
と
焦
点
的
意
識
は
互
い
に
排
他
的
で
あ
る
」（

15
）。「

す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ

の
注
意
は
一
時
に
は
唯
一
つ
の
焦
点
し
か
保
持
し
得
ず
、
従
っ
て
、
同
じ
個
別
的
諸
要
素
因
を
同
一
時
に
、
従
属
的
に
も

焦
点
的
に
も
意
識
す
る
と
い
う
の
は
自
己
矛
盾
で
あ
る
」（

16
）。

ポ
ラ
ン
ニ
ー
は
、
従
属
的
意
識
と
焦
点
的
意
識
の
排
他

性
を
主
張
し
、
道
具
を
身
体
と
対
象
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
の
み
属
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、「
道
具
や
探
り
針
を

従
属
的
に
意
識
す
る
こ
と
は
、
今
や
、
そ
れ
ら
を
わ
れ
わ
れ
自
ら
の
身
体
の
一
部
分
を
構
成
す
る
も
の
に
す
る
行
為
と
看

な
し
得
る
」（

17
）と

述
べ
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
身
体
の
「
延
長 extension

」
と
し
て
説
明
し
て
い
る（

18
）。

「
延
長
」
は
、「
境
界 boundary

」
を
は
じ
め
と
す
る
身
体
と
道
具
類
の
界
面
に
注
意
を
向
け
る
概
念
と
併
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
、extension

自
体
は
ラ
テ
ン
語
の
「
広
げ
る extender

」
に
由
来
す
る
が
、extension

を
、
同
じ

く
ラ
テ
ン
語
源
の
「
延
長 prolongar

」
や
「
連
続 continiare

」
に
由
来
す
る
語
に
置
き
換
え
て
使
う
例
も
見
受
け
ら

れ
る（

19
）。

身
体
と
人
工
物
の
間
に
あ
っ
た
境
界
が
移
動
す
る
現
象
を
記
述
す
る
と
き
のextension

の
主
題
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
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の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
身
体
の
領
域
を
画
定
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
身
体
と
そ
れ
以
外
の
物
を
区
分
す
る
二

元
論
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
延
長
」
のextension

の
「
起
源
」
は
、「
コ
ギ
ト cogito

」
を
属
性
と
す
る
心
と
、「
延

長 extensio

」
を
属
性
と
す
る
身
体
を
分
け
た
後
、
コ
ギ
ト
の
支
配
す
る
延
長
物
＝
身
体
と
、
コ
ギ
ト
の
な
い
延
長
物
＝

人
工
物
を
分
離
し
た
Ｒ
・
デ
カ
ル
ト（R

ené D
escartes 1596

〜1650

）に
求
め
ら
れ
る
。
実
際
、「
延
長
」
を
用
い
た

議
論
は
例
外
な
く
心
身
の
二
元
論
を
基
調
に
し
て
お
り
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
Ｊ
・
Ｊ
・
ギ
ブ
ソ
ン（Jam

es Jerom
e 

G
ibson 1908

〜1979

）（
20
）、

近
年
で
は
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク（A

ndy C
lark 1957

〜
）（

21
）

の
よ
う
に
デ
カ
ル
ト
を
意
識
的
に

対
象
化
す
る
意
図
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
理
論
を
提
唱
す
る
に
至
る
者
を
例
外
に
、
概

ね
デ
カ
ル
ト
哲
学
の
問
題
系
の
内
で
思
考
し
て
い
る
。

②「
拡
張
」

「
拡
張
」
のextension

は
、
身
体
の
器
官
を
人
工
物
が
代
行
す
る
こ
と
で
本
来
の
機
能
が
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
議
論

に
登
場
す
る
。「
拡
張
」
のextension

に
は
、
通
常
、「
機
能 function

」
の
「
代
行 substitution

」
や
「
置
き
換
え 

replacem
ent

」
の
語
が
併
用
さ
れ
る
。extension
に
代
わ
っ
て
「
増
強 enhancem

ent

」、「
増
大 augm

entation

」、「
増

幅 am
plification

」
が
使
わ
れ
る
場
合
で
も
、
人
工
物
の
「
代
行
」
が
そ
の
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
な
ら
ば
「
拡
張
」
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
見
て
間
違
い
な
い
。
人
間
と
機
械
の
融
合
以
外
に
、
簡
単
な
仕
事
を
機
械
に
代
行
さ
せ
、
余
力
が

で
き
た
人
間
が
創
造
的
な
仕
事
に
従
事
し
て
仕
事
の
量
と
質
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
の

共
生
、
あ
る
い
は
分
業
に
関
す
る
論
考
も
、「
拡
張
」
の
系
譜
に
連
な
る
。

技
術
に
よ
る
人
間
の
機
能
の
「
拡
張
」
を
主
題
に
す
る
議
論
は
古
く
、
文
字
の
発
明
が
記
憶
力
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
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し
た
プ
ラ
ト
ン（Plato B

C
427?

〜347?

）の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
一
節
や
、
荘
子（
Ｂ
Ｃ
四
世
紀
頃
）に
よ
る
道
具
を
使

っ
た
水
汲
み
を
拒
む
老
人
の
説
話（『
荘
子
』）に
「
起
源
」
を
求
め
ら
れ
る
。

「
起
源
」
に
お
い
て
は
、
記
憶
や
労
働
を
「
代
行
」
す
る
発
明
に
よ
っ
て
機
能
の
増
大
を
謳
う
者
に
対
し
、
発
明
品
に

依
存
す
る
こ
と
で
本
来
の
機
能
が
衰
退
し
、「
縮
小
」
す
る
と
の
反
論
が
併
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
発
明
品
に
依
存
す

る
こ
と
は
そ
れ
が
失
わ
れ
る
危
機
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、産
業
化
以
降
の
議
論
で
は
、

技
術
に
よ
る
「
拡
張
」
の
側
面
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
、「
縮
小
」
の
議
論
が
減
少
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、Ｋ
・

マ
ル
ク
ス（K

arl M
arx 1818

〜1883

）は
、
手
工
業
の
道
具
か
ら
大
工
業
の
機
械
へ
の
発
展
を
、
身
体
と
は
別
の
機
構

に
仕
事
を
移
行
、「
代
行
」
さ
せ
、
そ
れ
ま
で
の
機
能
を
「
拡
張
」
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
描
き
出
し
た
。

二
〇
世
紀
初
頭
の
技
術
哲
学
者
の
Ｕ
・
ヴ
ェ
ン
ト（U

lrich W
endt

）は
、
技
術
の
進
歩
を
精
神
化
の
進
展
と
捉
え
、
機

械
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
機
械
に
よ
っ
て
人
間
の
労
働
力
は
よ
り
機
械
的
な
形
態
を
保
持
す
る
の

で
は
な
く
、
反
対
に
よ
り
精
神
化
さ
れ
た
形
態
を
保
持
す
る
の
で
あ
る
。
粗
野
で
単
調
な
労
働
は
絶
え
ず
ま
す
ま
す
機
械

の
世
界
へ
引
込
ま
れ
、
そ
し
て
人
間
労
働
力
は
絶
え
ず
肉
体
的
に
よ
り
楽
で
よ
り
精
神
化
さ
れ
た
活
動
へ
解
放
さ
れ
る
。

単
に
機
械
の
み
が
こ
の
方
向
に
働
く
の
で
は
な
く
、
一
切
の
技
術
的
操
作
も
ま
た
こ
の
方
向
に
働
く
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
運
輸
機
関
の
改
善
、
道
路
、
海
、
運
河
の
諸
工
事
の
改
善
、
河
川
の
修
理
、
仕
事
部
屋
と
労
働
部
屋
と
を
も
っ
た
地
上

工
事
、
広
大
な
焚
火
お
よ
び
照
明
装
置
な
ど
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
の
機
械
労
働
力
を
節
約
し
、
筋
力
を
少
な
く
、
思

惟
力
を
多
く
要
求
す
る
一
層
高
尚
な
労
働
型
式
へ
こ
の
労
働
力
を
解
放
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（

22
）。「

技

術
は
そ
の
も
ろ
も
ろ
の
発
明
に
よ
っ
て
人
間
労
働
力
を
絶
え
ず
よ
り
高
い
課
題
へ
と
導
き
、
絶
え
ず
筋
肉
力
を
少
な
く
思

惟
力
を
多
く
要
求
し
、
平
均
的
な
労
働
水
準
を
常
に
高
め
る
。
こ
れ
は
技
術
の
本
質
で
あ
る
」（

23
）。
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「
拡
張
」
の
側
面
の
み
を
強
調
す
る
傾
向
は
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
。「
拡
張
」
の
議
論
は
、

一
九
四
〇
年
後
半
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
人
間
の
共
生
を
提
言
し
た
Ｖ
・
ブ
ッ
シ
ュ（Vannevar 

B
ush 1890

〜1974

）や
Ｓ
・
ラ
モ（Sim

on R
am

o 1913

〜
）、
マ
ウ
ス
の
発
案
者
の
Ｄ
・
エ
ン
ゲ
ル
バ
ー
ト（D

ouglas 

E
ngelbart 1925

〜2013

）の
議
論
を
構
成
し
、
サ
イ
ボ
ー
グ
を
誕
生
さ
せ
、
現
在
の
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
に
続
い
て

い
る
の
で
あ
る（

24
）。

③「
外
化
」

「
外
化
」
のextension
は
、
レ
ン
ズ
の
発
明
が
眼
の
機
構
の
解
明
に
寄
与
し
た
歴
史
的
事
実
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、

身
体
の
外
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
人
工
物
を
通
じ
て
内
的
な
身
体
の
機
構
や
機
能
が
解
明
で
き
る
と
考
え
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
人
工
物
を
身
体
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
捉
え
る
通
俗
的
解
釈
も
「
外
化
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
が
、
本
来

は
、
単
な
る
類
比
を
超
え
、
身
体
機
構
や
機
能
の
可
視
化
を
目
指
す
概
念
で
あ
る
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

「
外
化
」
の
意
味
で
のextension

は
、
身
体
の
外
に
出
た
も
の
を
表
現
す
る
「
外
化 externalization

」、「
外
面
化 

exteriorize

」、「
外
部
化 outering

」、「
外
置 placing out

」
の
語
に
置
き
換
え
ら
れ
る
が
、
Ｅ
・
カ
ッ
プ
の
器
官
射
影

説
に
代
表
さ
れ
る
一
九
世
紀
後
半
の
技
術
哲
学
の
文
脈
で
は
、
射
影
幾
何
学
を
可
視
化
の
方
法
に
掲
げ
た
こ
と
反
映
し

て
、「
射
影 projection

」
の
語
がextension

の
代
わ
り
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
以
上
の
語
を
使
っ
た
技
術
に
関
す

る
論
考
は
、「
外
化
」
の
系
譜
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。
二
〇
世
紀
半
ば
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
Ｍ
・
マ
ク
ル
ー
ハ

ン（M
arshall M

cLuhan 1911

〜1980

）や
考
古
学
の
Ａ
・
Ｌ
＝
グ
ー
ラ
ン（A

ndré Leroi-G
ourhan 1911

〜1986

）が

「
外
化
」
の
概
念
で
メ
デ
ィ
ア
や
石
器
類
の
生
成
と
そ
の
意
義
を
説
明
し
た
。
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「
外
化
」
の
概
念
は
、
内
部
環
境
論
を
唱
え
た
生
理
学
者
の
Ｃ
・
ベ
ル
ナ
ー
ル（C

laude B
ernard 1813

〜1878

）

の
著
作
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
、
医
学
思
想
と
強
い
親
和
性
を
持
つ
。
科
学
哲
学
者
の
Ｆ
・
ダ
ゴ
ニ
ェ（François 

D
agognet 1924

〜2015

）も
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
駆
使
す
る
現
代
の
医
療
技
術
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
現
代
医
学
は
、
身
体
を
外
化
し
な
が
ら
も
、
内
部
か
ら
読
解
す
る
た
め
の
多
く
の
手
段
を
も
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
何
も
身
体
を
文
字
通
り
外
化
す
る
こ
とextérioriser

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
内
部
を
表
す
外

な
の
で
す
」（

25
） 

。
こ
こ
で
ダ
ゴ
ニ
ェ
が
前
提
に
し
て
い
る
外
化
の
発
想
は
、
西
洋
医
学
の
祖
と
さ
れ
る
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

（H
ippocrates B

C
460?

〜377

）の
記
述
に
も
見
出
せ
る
。「
何
を
見
る
の
に
も
視
覚
に
よ
る
の
が
誰
に
と
っ
て
も
い
ち

ば
ん
良
い
の
で
あ
る
が
、
膿
瘍
の
患
者
や
肝
臓
も
し
く
は
腎
臓
の
患
者
、
総
じ
て
体
腔
部
に
疾
患
の
あ
る
患
者
に
つ
い
て

は
目
で
見
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、医
術
は
援
け
に
な
る
他
の
諸
手
段
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
音
声
の
清
濁
、
呼
吸
の
遅
速
、
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
出
口
か
ら
排
出
さ
れ
る
各
種
の
体
液
の
臭
い
、
色
、
濃

淡
な
ど
の
徴
候
を
目
安
に
し
て
、
す
で
に
犯
さ
れ
て
い
る
体
の
部
位
や
、
こ
れ
か
ら
犯
さ
れ
得
る
体
の
部
位
を
判
断
す
る

の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
徴
候
の
な
い
ば
あ
い
と
、
自
然（
身
体
）が
お
の
ず
と
そ
れ
ら
の
徴
候
を
示
さ
な
い
ば
あ
い
に

は
、
人
体
に
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
を
避
け
な
が
ら
強
制
的
に
排
泄
さ
せ
る
方
法
を
発
見
し
た
」（

26
）。

医
術
は
、
ま
ず
は
、

身
体
が
自
ず
と
外
化
し
た
物
質
を
手
が
か
り
に
、
体
内
の
状
態
を
判
断
す
る
技
術
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
身
体
が
内
部

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
物
質
を
自
ず
と
外
化
し
な
い
場
合
に
は
、
人
体
に
害
の
な
い
範
囲
で
、
例
え
ば
、
酸
性
の
食
物

や
飲
物
を
飲
ま
せ
る
な
ど
の
手
立
て
で
身
体
に
働
き
か
け
て
強
制
的
に
外
化
を
促
す
技
術
も
備
え
て
い
る
。
意
識
的
に
外

化
を
促
し
て
内
部
を
知
ろ
う
と
す
る
医
術
の
最
先
端
に
、
文
字
通
り
身
体
の
組
織
を
外
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
Ｘ
線
や

高
周
波
磁
界
を
使
っ
て
非
侵
襲
的
に
、
映
像
と
い
う
表
象
の
外
化
を
実
現
し
た
現
代
の
医
療
技
術
が
位
置
し
て
い
る
。
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ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
、
外
化
し
た
も
の
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
産
出
し
た
母
体
の
構
造
、
さ
ら
に
人
間
の
思
考
が
解
明
で

き
る
、
と
い
う
論
理
が
様
々
な
分
野
に
広
ま
り
、
技
術
を
記
述
す
る
文
脈
に
も
流
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

各
概
念
の
「
起
源
」
は
、
何
れ
も
、
系
譜
の
延
長
線
上
に
先
行
す
る
記
述
が
見
つ
か
れ
ば
い
つ
で
も
更
新
可
能
な
暫
定

的
な
「
起
源
」
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、「
原
型
」
に
つ
い
て
も
、
系
譜
に
登
場
し
た
後
続
の
議
論
へ
の
影
響
力
に
よ
っ
て

遡
っ
て
「
原
型
」
と
認
定
さ
れ
る
類
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
各
系
譜
に
お
い
て
時
代
毎
に
生
じ
た
意
味
の
差
異
を
テ
ク
ス
ト
の
読
解
を
通
じ
て
追
跡
す
る
「
系
譜

学
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

技
術
に
関
す
る
テ
ク
ス
ト
に
はextension

が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
三
つ
の
意
味
を
分
節
し
つ
つ
読
み
進
め
な

け
れ
ば
十
全
な
読
解
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
人
工
物
が
三
つ
の
う
ち
一
つ
のextension

で
し

か
記
述
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
は
じ
め
に
断
わ
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
工
物

は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
延
長
」、「
拡
張
」、「
外
化
」
の
三
つ
の
側
面
を
併
せ
持
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
観
察
者
は
、

extension

を
自
由
に
使
い
こ
な
せ
ば
、少
な
く
と
も
三
つ
の
観
点
か
ら
人
工
物
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

義
足
を
例
に
あ
げ
よ
う
。
古
来
、
脚
や
足
を
失
っ
た
者
は
、
人
工
の
足
に
よ
っ
て
欠
損
を
補
い
、
本
来
の
機
能
を
取
り

戻
そ
う
と
し
て
き
た
。
義
足
は
失
っ
た
脚
の
機
能
を
代
行
す
る
人
工
物
で
あ
る
。
そ
し
て
今
、
義
足
が
も
た
ら
す
機
能
が

治
療
的
な
段
階
を
超
え
て
「
拡
張
」
の
域
に
達
し
つ
つ
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
義
足
の
使
用
に
よ
り
競
技
能
力
が
飛

躍
的
に
向
上
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
を
認
め
る
か
否
か
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
義
足
の
ラ
ン
ナ
ー
が
健
常
者
よ
り
も
速
く

走
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
さ
て
、
使
用
の
場
面
を
問
わ
ず
、
義
足
を
自
在
に
使
い
こ
な
す
に
は
熟
練
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を
要
す
る
。
脚
を
失
い
、
残
っ
た
脚
部
を
義
足
に
挿
し
入
れ
た
者
は
、
自
分
の
身
体
と
は
別
の
冷
た
い
人
工
物
に
戸
惑
う

こ
と
だ
ろ
う
。
当
初
、
使
用
者
の
意
識
は
、
義
足
と
身
体
の
境
界
を
し
ば
ら
く
離
れ
な
い
が
、
義
足
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
に
つ
れ
て
義
足
と
地
面
の
境
界
に
移
行
し
て
い
く
は
ず
だ
。
最
終
的
に
、
使
用
者
の
身
体
は
義
足
の
隅
々
ま
で

「
延
長
」
し
、
義
足
を
血
の
通
っ
た
身
体
の
一
部
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
義
足
の
製
作
者
が
生
身
の
脚
を
参

考
に
す
る
の
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
義
足
の
製
作
過
程
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
白
で
な
か
っ
た
足
の
機
構
や
機
能

が
明
か
さ
れ
る
過
程
で
も
あ
る
。
義
足
は
「
外
化
」
し
た
脚
で
あ
り
、
義
足
は
脚
や
足
の
複
雑
な
し
く
み
や
働
き
の
一
部

を
解
明
す
る
手
が
か
り
に
な
る
人
工
物
で
も
あ
る
の
だ
。

extension

は
、
人
工
物
を
三
つ
の
観
点
か
ら
記
述
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
と
は
い
え
、
前
章
の
知
見
を
も
と
に 

extension

を
含
む
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
で
み
る
と
、
時
と
し
て
二
つ
以
上
の
意
味
が
分
節
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
実
際

に
は
一
つ
の
意
味
し
か
分
節
で
き
な
い
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
価
値

を
十
分
に
理
解
せ
ず
に
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
か
な
り
見
ら
れ
、「
起
源
」
を
意
識
し
つ
つ
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は

極
め
て
稀
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
群
を
目
の
前
に
し
た
と
き
、
次
の
よ
う
な
積
極
的
な
読
解
の

方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
自
ら
が
使
用
す
る
概
念
に
無
自
覚
な
著
者
の
テ
ク
ス
ト
は
、
往
々
に
し
て
人
工
物
に
つ
い
て
の
紋
切
り
型
の
表

現
で
満
ち
て
い
る
が
、
三
つ
の
系
譜
の
知
見
に
基
づ
い
て
分
類
す
れ
ば
、
そ
の
人
工
物
が
当
時
の
人
々
に
及
ぼ
し
た
影
響

を
再
現
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
。

概
念
に
自
覚
的
な
著
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
な
ら
ば
、
資
料
と
し
て
の
価
値
に
加
え
、
例
え
ば
、
ギ
ブ
ソ
ン

が
デ
カ
ル
ト
の
二
元
論
の
克
服
を
念
頭
に
「
延
長
」
を
使
用
し
た
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
概
念
に
固
有
の
枠
組
み
、
あ
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る
い
は
問
題
系
を
顕
在
化
さ
せ
る
働
き
が
期
待
で
き
る
。
読
者
は
、「
起
源
」
を
自
覚
し
た
著
者
の
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て

概
念
の
出
自
を
明
か
す
系
図
を
手
に
す
る
。
そ
し
て
、同
じ
概
念
を
使
っ
た
先
行
の
思
想
を
系
図
に
配
置
す
れ
ば
、「
起
源
」

か
ら
現
在
に
繋
が
る
系
譜
を
一
覧
で
き
る
の
で
あ
る
。

概
念
の
出
自
を
自
覚
し
た
著
者
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
に
は
、「
原
型
」、
さ
ら
に
「
起
源
」
を
相
対
化
し
て
別
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
を
形
成
す
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
事
実
を
以
っ
て
、
こ
の
種
の
テ
ク
ス
ト
が
新
た
な
「
原
型
」
に
な
る
と

即
断
は
で
き
な
い
。「
原
型
」
と
は
、
そ
の
影
響
力
の
大
き
さ
か
ら
、
過
去
を
振
り
返
っ
た
未
来
の
読
者
に
よ
り
発
見
さ

れ
る
類
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
稀
にextension
の
概
念
が
二
つ
以
上
確
認
で
き
る
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
読
者
は
、
人
工
物
の
影
響
を
複
数
の

視
点
で
記
述
し
た
資
料
を
入
手
し
た
わ
け
だ
が
、
複
数
の
意
味
が
構
造
化
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
あ
る
種
の
理
論
の
存

在
を
前
提
に
テ
ク
ス
ト
を
読
む
べ
き
で
あ
る
。
非
常
に
稀
に
、extension

で
構
築
さ
れ
た
理
論
を
発
見
で
き
る（

27
）。

extension

を
含
む
テ
ク
ス
ト
に
は
、
三
つ
の
意
味
を
曖
昧
に
使
う
著
者
の
過
失
で
読
者
に
不
必
要
な
誤
解
や
混
乱
を

与
え
て
き
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
三
つ
の
意
味
を
分
節
で
き
な
い
読
者
の
過
失
で
理
解
さ
な
れ
か
っ
た
テ
ク
ス

ト
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。extension
の
系
譜
学
を
実
践
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
二
つ
の
危
険
を
念
頭
に

テ
ク
ス
ト
を
読
む
必
要
が
あ
る
。

以
上
に
留
意
し
、
次
章
で
は
、「extension 

の
系
譜
学
」
で
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
を
特
定
す
る
。
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三
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」; 

バ
ナ
ー
ル
の
未
来
予
測

今
日
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
で
もextension

を
用
い
た
記
述
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、extension

の
用
法
の
変
化
自
体

を
対
象
と
し
た
縦
断
的
研
究
は
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。

例
え
ば
、
サ
イ
ボ
ー
グ
技
術
を
「
代
行
」
と
「
拡
張
」
の
二
つ
の
型
に
分
類
す
る
議
論
が
あ
る
が（

28
）、

第
二
章
の
理

解
を
前
提
に
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
型
が
「
拡
張
」
の
概
念
に
元
々
備
わ
っ
た
二
つ
の
要
素
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
は
ず

だ
。
逆
に
、
概
念
の
歴
史
性
を
捨
象
す
る
と
、
二
つ
の
型
の
議
論
が
「
拡
張
」
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
分

か
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

extension

を
脱
歴
化
し
て
使
用
す
る
試
み
を
否
定
し
な
い
ま
で
も
、縦
断
的
研
究
の
た
め
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
系

譜
学
」
に
利
点
を
認
め
る
な
ら
ば
、暫
定
的
に
で
も
「
起
源
」
を
特
定
し
、「
起
源
」
か
ら
続
く
系
譜
上
の
一
点
に
「
原
型
」

を
探
す
作
業
が
必
須
と
な
る
。

本
章
で
は
、extension

の
系
譜
学
に
基
づ
き
、
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
が
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
に
あ
る
こ

と
を
論
証
す
る
。
以
下
、
ま
ず
バ
ナ
ー
ル
の
経
歴
を
簡
単
に
紹
介
し
た
後
、『
ト
ゥ
―
デ
イ
・
ア
ン
ド
・
ト
ゥ
―
モ
ロ
ウ
』

シ
リ
ー
ズ
の
最
後
期
の
一
冊
と
し
て
書
か
れ
た
バ
ナ
ー
ル
の
論
考
の
読
解
に
移
る
。
そ
し
て
、「
拡
張
」
の
「
起
源
」
の

プ
ラ
ト
ン
の
思
想
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
を
創
造
し
た
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
の
議
論
、
さ
ら
に
同
シ
リ
ー
ズ
が
醸
成
し
た
言

語
空
間
で
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
ホ
ー
ル
デ
ン
の
思
想
と
の
比
較
を
通
し
て
、
現
代
に
至
る
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」

た
る
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
。

バ
ナ
ー
ル
は
、一
九
〇
一
年
五
月
一
〇
日
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
テ
ィ
ペ
ラ
リ
ー
州
の
商
業
都
市
ニ
ー
ナ
近
郊
の
農
場
で
、
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父
サ
ミ
ュ
エ
ル
と
母
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ミ
ラ
ー
の
第
一
子
と
し
て
生
を
受
け
た
。サ
ミ
ュ
エ
ル
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
り
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
も
長
老
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
育
っ
た
後
に
改
宗
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
。
バ
ナ
ー
ル
家
は
ス

ペ
イ
ン
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
血
筋
を
引
き
、
一
六
四
四
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
小
作
農
と
し
て
入
植
し
た
家
系
で
あ
る
。
バ

ナ
ー
ル
は
、「
二
流
の
」
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
校
を
卒
業
後
、
一
九
一
九

年
に
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
の
数
学
奨
学
金
を
得
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
入
学
し
た

（
29
）。

一
九
二
〇
年
代
の

初
頭
に
マ
ル
ク
ス
と
レ
ー
ニ
ン
の
著
作
に
触
れ
、
程
な
く
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
を
断
つ
。

一
九
二
二
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ラ
ッ
グ
卿（Sir W

illiam
 Law

rence 

B
ragg 1890

〜1971

）が
率
い
る
デ
ー
ヴ
ィ
・
フ
ァ
ラ
デ
ー
研
究
所
で
Ｘ
線
解
析
に
よ
る
結
晶
構
造
の
研
究
に
従
事
し
、

一
九
二
七
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
構
造
結
晶
学
初
代
講
師
に
迎
え
ら
れ
た（

30
）。

同
大
学
結
晶
学
研
究
室
副
主
任

（
一
九
三
四
〜
三
七
）を
経
て
、
一
九
三
七
年
に
英
国
学
士
院
会
員
に
選
出
、
一
九
三
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
バ
ー
ク
ベ
ッ

ク
・
カ
レ
ッ
ジ
物
理
学
教
授
に
転
じ
、
一
九
六
三
年
、
同
カ
レ
ッ
ジ
結
晶
学
教
授
に
就
任
。
病
気
を
理
由
に
同
職
を
退
い

た
後
、
約
六
年
に
渡
る
闘
病
生
活
を
経
て
一
九
七
一
年
九
月
一
五
日
に
死
去
し
た（

31
）（
32
）

講
師
時
代
の
一
九
二
九
年
、バ
ナ
ー
ル
は
、『
ト
ゥ
―
デ
イ
・
ア
ン
ド
・
ト
ゥ
―
モ
ロ
ウ
』
シ
リ
ー
ズ
の
た
め
に
『
宇
宙
・

肉
体
・
悪
魔
』（T

he W
orld, the Flesh and the D

evil
）を
著
わ
し
た
。
同
書
に
は
、
人
間
を
進
化
さ
せ
る
直
接
的
な
方

法
と
し
て
、化
学
反
応
に
よ
る
身
体
の
恒
久
的
改
造
と
人
工
器
官
の
外
科
的
な
移
植
に
よ
る
身
体
加
工
の
二
つ
が
あ
が
り
、

前
者
の
時
代
を
経
て
後
者
に
よ
っ
て
人
為
的
に
進
化
を
実
現
す
る
未
来
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

バ
ナ
ー
ル
に
よ
る
人
間
の
進
化
は
、「
精
神
活
動
の
最
大
化
」
と
同
義
で
あ
る
。
バ
ナ
ー
ル
が
人
工
物
の
移
植
に
よ
る

身
体
の
改
造
を
語
る
の
は
、
生
物
由
来
の
身
体
が
精
神
活
動
の
足
枷
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。「
文
明
社
会
の
勤
労
者
に
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と
っ
て
、
食
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
九
割
を
消
費
す
る
手
足
は
た
だ
の
寄
生
体
で
、
手
足
自
体
の
病
気
を
防
ぐ
た
め
に
運
動

を
必
要
と
す
る
点
で
は
ゆ
す
り
で
さ
え
あ
る
。
一
方
、
内
臓
は
と
言
え
ば
、
自
分
た
ち
の
必
要
を
満
た
す
の
に
精
根
尽
き

て
い
る
有
様
だ
」（

33
）。

し
た
が
っ
て
、
摂
取
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
い
、
精
神
活
動
を
最
大
化
す
る
た
め
に
、

「
い
ず
れ
、
身
体
の
無
用
の
部
分
は
も
っ
と
近
代
的
な
諸
機
能functions

を
与
え
ら
れ
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
完
全
に
除

去
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
り
効
率
的
な
身
体
に
は
古
い
器
官
の
代
わ
り
に
新
し
い
機
能
を
備
え
た
機
構
を
合
体
す

べ
き
だ
」（

34
）。

精
神
活
動
の
最
大
化
に
は
、
脳
以
外
の
器
官
を
機
械
的
な
代
替
物
に
置
き
換
え
る
工
程
が
必
須
と
な
る
。

こ
こ
に
、
精
神
活
動
の
最
大
化
に
向
け
た
、
身
体
の
組
織
や
器
官
の
「
置
き
換
え
」
に
よ
る
機
能
の
「
拡
張
」
の
論
理
が

認
め
ら
れ
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、「
移
動
の
た
め
の
器
官
は
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

感
覚
器
官
の
拡
張
し
た
も
のextensions

が
そ
れ
ら
に
取
っ
て
代
わ
るtake their place

か
ら
だ
」（

35
）。

精
神
活
動
の

最
大
化
を
至
上
命
題
と
す
る
と
き
、
移
動
の
た
め
の
「
拡
張
物
」
さ
え
も
、
感
覚
の
「
拡
張
物
」
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら

れ
る
。

「
拡
張
」
を
重
ね
た
人
間
は
、
最
終
的
に
次
の
よ
う
な
姿
に
な
る
。
未
来
の
人
間
の
身
体
は
、
骨
格
の
代
わ
り
に
、
既

存
の
金
属
よ
り
頑
丈
な
新
繊
維
物
質
の
外
骨
格
で
覆
わ
れ
、
脳
は
衝
撃
を
防
ぐ
丈
夫
な
短
い
円
筒
に
収
ま
っ
て
い
る
。
円

筒
の
外
に
は
、
生
物
由
来
の
器
官
の
脆
弱
性
を
克
服
し
た
様
々
な
人
工
器
官
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
脳
は
、
人
工
心
臓
を

始
め
と
す
る
精
巧
な
装
置
に
よ
っ
て
絶
え
ず
新
鮮
な
血
液
を
供
給
さ
れ
て
い
る
。
円
筒
に
収
ま
っ
た
脳
は
、
電
気
的
な
連

結
に
よ
っ
て
他
の
脳
と
連
結
し
、「
群
体
脳com

pound brain

」
を
形
成
す
る
。
群
体
化
す
る
こ
と
で
個
々
の
脳
が
持
つ

記
憶
や
感
情
は
共
通
の
貯
蔵
庫
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、
一
つ
の
脳
が
死
滅
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
記
憶
は
群
体
脳
の
記
憶
と

し
て
永
遠
に
保
存
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
脳
は
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
、
同
時
に
、
生
物
学
的
生
存
へ
の
固
執
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か
ら
生
じ
る
自
我
も
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
、
個
々
の
脳
の
寄
せ
集
め
と
し
て
始
ま
っ
た
群
体
脳
は
、
進
化
を
続
け
、「
複

雑
な
一
つ
の
脳com

plex brain

」、
さ
ら
に
「
複
雑
な
一
つ
の
心com

plex m
ind

」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
段
階
へ
と

移
行
す
る
。
進
化
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
個
々
の
脳
は
、
あ
た
か
も
巨
大
な
脳
の
一
細
胞
と
し
て
安
心
と
エ
ク
ス
タ
シ

ー
を
享
受
す
る（

36
）。

バ
ナ
ー
ル
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
そ
の
最
終
段
階
に
お
い
て
個
々
の
脳
さ
え
も
交
換
可
能
な
一
部
分

に
な
る
。

こ
こ
ま
で
の
記
述
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
バ
ナ
ー
ル
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
は
、「
拡
張
」
の
身
体
論
に
「
拡
張
」
を
通

し
た
進
化
論
を
加
え
た
二
つ
の
視
座
が
認
め
ら
れ
る
。

バ
ナ
ー
ル
が「
拡
張
」の
際
に
、人
工
物
の
外
科
的
移
植
に
固
執
し
た
理
通
を
説
明
す
る
の
が
、次
の
文
章
で
あ
る
。「
生

物
学
者
た
ち
は
、
た
と
え
生
気
論
者
で
な
く
と
も
、
進
化
と
い
う
も
の
を
神
の
業
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
考
え
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
進
化
と
は
生
物
が
環
境
と
の
均
衡
を
達
成
す
る
た
め
の
自
然
な
や
り
方
に
他
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
が
知
能
を
使
っ
て
よ
り
直
接
的
に
均
衡
を
達
成
す
る
や
り
方
を
見
つ
け
れ
ば
、
そ
の
や
り
方
は
、

成
長
と
増
殖
の
無
意
識
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
」（

37
）。

バ
ナ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
類
人
猿
は
、

石
を
道
具
と
し
て
使
う
こ
と
で
外
部
の
物
質
を
取
り
込
み
、
身
体
の
構
造
を
改
変
し
た
。
し
か
し
、
類
人
猿
が
や
る
よ
う

な
仕
方
で
の
取
り
込
み
は
一
時
的
で
し
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
人
間
は
、
衣
服
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
一
連
の
恒
常
的

な
付
加
を
開
始
し
た（

38
）。

バ
ナ
ー
ル
に
と
っ
て
、
恒
常
的
な
人
工
物
の
付
着
こ
そ
、
自
ら
の
進
化
を
直
接
的
に
達
成
す

る
人
間
の
条
件
な
の
で
あ
る
。
こ
の
恒
常
的
な
付
着
の
延
長
に
、
人
工
物
を
体
内
に
取
り
込
む
サ
イ
ボ
ー
グ
化
が
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
だ
。

バ
ナ
ー
ル
の
進
化
論
に
進
化
の
人
為
的
に
操
作
に
還
元
で
き
な
い
特
徴
が
あ
る
点
も
付
言
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
バ
ナ
ー
ル
が
言
う
よ
う
に
、
進
化
が
生
物
と
環
境
の
間
に
均
衡
を
も
た
ら
す
事
象
な
ら
ば
、
進
化
を
人
為
的
に
操
作

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
論
理
的
に
生
物
と
環
境
の
双
方
が
操
作
の
対
象
に
上
る
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
バ
ナ
ー
ル
は
、
一
貫

し
て
環
境
の
加
工
に
は
興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
。
バ
ナ
ー
ル
の
進
化
論
か
ら
は
、
環
境
の
側
を
改
造
す
る
視
点
が
欠
落
し

て
い
る
。
こ
の
特
徴
が
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
も
認
め
ら
れ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

以
上
の
バ
ナ
ー
ル
の
議
論
か
ら
、
次
の
三
つ
の
要
素
が
抽
出
で
き
る
。

第
一
に
あ
げ
る
べ
き
は
、生
物
に
由
来
す
る
器
官
や
組
織
を
人
工
的
物
に
「
置
き
換
え
」、機
能
の
増
強
を
図
る
「
拡
張
」

の
原
理
で
あ
る
。
特
に
、
外
科
的
な
移
植
に
よ
り
人
工
物
を
恒
常
的
に
身
体
内
部
に
取
り
込
む
こ
と
を
重
視
す
る
点
に
特

徴
が
あ
り
、
恒
常
的
な
付
着
に
対
す
る
強
い
執
着
が
あ
る
。

第
二
に
、「
拡
張
」
の
原
理
に
よ
っ
て
人
為
的
な
進
化
を
実
現
す
る
と
い
う
一
種
の
進
化
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
進
化
論

を
文
脈
に
す
る
と
き
、「
拡
張
」
の
原
理
は
、
静
的
な
定
常
状
態
を
維
持
す
る
契
機
か
ら
、
あ
る
機
能
を
増
強
し
続
け
る

動
的
な
運
動
の
契
機
へ
と
変
貌
す
る
。

第
三
に
、
人
間
の
知
力
に
対
す
る
信
頼
が
あ
げ
ら
れ
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
は
常
に
人

間
の
統
制
の
下
に
あ
っ
た
。
人
工
物
や
人
工
的
な
施
術
が
人
間
の
統
制
を
離
れ
て
進
化
を
狂
わ
せ
た
り
、
人
間
の
生
存
を

脅
か
す
よ
う
な
事
態
は
一
切
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

進
化
を
人
為
的
に
操
作
す
る
こ
と
へ
の
熱
情
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
進
化
の
た
め
に
は
生
物
由
来
の
器
官
を
人
工
的
な
装

置
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
辞
さ
な
い
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
が
、
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
継
承
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な

い
。
問
題
は
、
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
が
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
で
あ
る
か
否
か
に
あ
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
が

「
原
型
」
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、「
起
源
」
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を
含
む
先
行
す
る
思
想
と
の
比
較
に
お
い
て
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
に
「
原
型
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
新
し
さ
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
、第
二
に
、後
続
の
思
想
と
の
比
較
に
お
い
て
「
原
型
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
古
さ
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、の
二
点
で
あ
る
。

ま
ず
、「
起
源
」
と
比
較
で
、
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
の
新
し
さ
を
検
証
し
よ
う
。

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
該
当
箇
所
の
説
話
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
発
明
神
テ
ウ
ト
が
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
に
対
し
、
エ
ジ
プ
ト

人
の
知
恵
と
記
憶
力
を
高
め
る
も
の
と
し
て
文
字
を
披
露
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
テ
ウ
ト
曰
く
、「
王
様
、
こ
の
文

字
と
い
う
も
の
を
学
べ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
知
恵
は
た
か
ま
り
、
も
の
覚
え
は
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
。
私
の
発
見
し

た
の
は
、
記
憶
と
知
恵
の
秘
訣
な
の
で
す
か
ら
」。
テ
ウ
ト
の
主
張
に
、
タ
モ
ス
は
こ
う
応
え
る
。「
た
ぐ
い
な
き
技
術
の

主
テ
ウ
ト
よ
、
技
術
上
の
事
柄
を
生
み
出
す
力
を
も
っ
た
人
と
、
生
み
出
さ
れ
た
技
術
が
そ
れ
を
使
う
人
々
に
ど
の
よ
う

な
害
を
あ
た
え
、
ど
の
よ
う
な
益
を
も
た
ら
す
か
判
別
す
る
力
を
も
っ
た
人
と
は
、
別
の
者
な
の
だ
。
い
ま
も
あ
な
た
は
、

文
字
の
生
み
の
親
と
し
て
、
愛
情
に
ほ
だ
さ
れ
、
文
字
が
実
際
に
も
っ
て
い
る
効
能
と
は
正
反
対
の
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
人
々
が
こ
の
文
字
と
い
う
も
の
を
学
ぶ
と
、
記
憶
力
の
訓
練
が
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
人
た
ち
の

魂
の
中
に
は
、
忘
れ
っ
ぽ
い
性
質
が
植
え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
。
そ
れ
は
ほ
か
で
も
な
い
、
彼
ら
は
、
書
い
た

も
の
を
信
頼
し
て
、
も
の
を
思
い
出
す
の
に
、
自
分
以
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
し
る
し
に
よ
っ
て
外
か
ら
思
い
出

す
よ
う
に
な
り
、
自
分
で
自
分
の
力
に
よ
っ
て
内
か
ら
思
い
出
す
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
な
る
か
ら
」。
ま
た
、
そ
の
場

合
の
「
知
恵
は
、
知
恵
の
外
見
で
あ
っ
て
、
真
実
の
知
恵
で
は
な
い
」。
タ
モ
ス
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
を
あ
げ
て
、
文
字

に
は
、
テ
ウ
ト
が
言
う
の
と
は
正
反
対
の
、
知
恵
と
記
憶
力
を
衰
退
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
、
と
述
べ
る（

39
）。

『
パ
イ
ド
ロ
ス
』の
説
話
の
テ
ウ
ト
の
主
張
に
は
、「
置
き
換
え
」や「
代
行
」に
よ
る「
拡
張
」の
論
理
が
認
め
ら
れ
る
。『
パ

イ
ド
ロ
ス
』
の
文
献
と
し
て
の
古
さ
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
を
「
拡
張
」
の
「
起
源
」
と
暫
定
的
に
認
め
て
も
問
題
は
な
い
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だ
ろ
う
。
ま
た
、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
に
、「
拡
張
」
と
の
対
置
で
「
縮
小
」、
あ
る
い
は
「
衰
退
」
の
論
が
登
場
す
る
点
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
技
術
の
「
拡
張
」
の
如
何
は
、
そ
の
「
起
源
」
に
お
い
て
「
衰
退
」
と
一
組
で
議
論
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

「
起
源
」と
比
較
す
る
と
、
バ
ナ
ー
ル
の「
拡
張
」論
の
特
異
性
が
際
立
つ
。『
パ
イ
ド
ロ
ス
』で
は
、「
拡
張
」は
、「
衰
退
」

と
相
補
的
に
弁
証
法
の
一
部
分
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、バ
ナ
ー
ル
の
議
論
で
は
、「
拡
張
」は
単
独
で
登
場
し
、「
衰

退
」
は
そ
の
片
鱗
さ
え
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。「
拡
張
」
の
系
譜
に
お
け
る
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
は
、「
拡
張
」
に
特

化
し
た
点
で
特
殊
な
議
論
と
言
え
る
。
ま
た
、「
起
源
」
に
は
、「
拡
張
」
を
、
特
定
の
機
能
を
増
強
し
続
け
る
動
的
な
運

動
の
契
機
と
捉
え
る
視
点
は
な
い
。「
拡
張
」を
進
化
論
と
接
合
し
た
点
も
、バ
ナ
ー
ル
の
思
想
の
特
殊
性
の
一
つ
で
あ
る
。

で
は
、
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
の
第
三
の
要
素
の
「
人
間
の
知
力
に
対
す
る
信
頼
」
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
評
価
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
プ
ラ
ト
ン
の
応
答
は
、
第
三
の
要
素
に
対
す
る
反
駁
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
第
一
の

要
素
の
存
在
理
由
を
説
明
す
る
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。

テ
ウ
ト
が
「
自
分
以
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
し
る
し
」
に
記
憶
の
一
部
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
間
が
記
憶

し
て
い
る
も
の
を
含
め
た
記
憶
の
総
和
が
増
す
こ
と
を
理
由
に
記
憶
力
の
拡
張
を
語
っ
た
の
に
対
し
、
タ
モ
ス
は
、「
自

分
以
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
し
る
し
」
に
依
存
し
て
い
る
と
記
憶
の
た
め
の
訓
練
が
疎
か
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

も
と
も
と
あ
っ
た
は
ず
の
記
憶
力
が
衰
退
し
て
し
ま
う
、
と
反
論
し
た
。
テ
ウ
ト
が
文
字
を
恒
常
的
に
使
い
続
け
る
状
況

を
前
提
に
記
憶
力
の
拡
張
を
語
る
の
に
対
し
、
タ
モ
ス
は
、
文
字
を
使
わ
な
く
な
る
状
況
、
あ
る
い
は
文
字
が
使
え
な
く

な
る
状
況
を
想
定
し
て
反
論
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
読
み
書
き
の
リ
テ
ラ
シ
ー
は
、
一
度
習
得
し
て
し
ま
え
ば
失
わ
れ

る
心
配
は
な
い
。
し
か
し
、
書
い
た
も
の
の
紛
失
は
、
想
起
の
手
掛
か
り
の
喪
失
を
意
味
し
、
記
憶
の
総
和
を
減
少
さ
せ
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る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
文
字
に
依
存
す
る
者
は
、
当
然
、
文
字
を
使
わ
な
い
記
憶
の
訓
練
を
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ

の
意
味
で
の
記
憶
力
が
「
衰
退
」
し
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
「
衰
退
」
は
、
書
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
書
く
た
め

の
道
具
が
揃
っ
て
い
る
状
況
に
よ
っ
て
隠
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
書
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
書
く
た
め
の
道
具

に
不
備
が
あ
る
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
る
と
、
文
字
に
依
存
す
る
者
は
そ
の
記
憶
力
の
「
衰
退
」
を
露
呈
す
る
こ
と
に
な

る
。
文
字
を
、
道
具
や
そ
の
他
の
人
工
物
に
置
き
換
え
て
も
事
情
は
変
わ
ら
な
い
。
タ
モ
ス
の
反
駁
は
、
人
工
物
を
喪
失

す
る
状
況
、
さ
ら
に
、
身
体
に
付
着
し
て
い
た
人
工
物
が
取
り
外
さ
れ
た
り
、
作
動
し
な
く
な
っ
た
り
す
る
状
況
が
あ
り

う
る
か
ぎ
り
、
有
効
で
あ
り
続
け
る
。

タ
モ
ス
の
反
駁
は
、
古
来
、「
拡
張
」
論
の
鬼
門
で
あ
り
続
け
て
き
た
。「
衰
退
」
を
含
む
「
拡
張
」
の
系
譜
に
い
る
以

上
、「
拡
張
」
に
議
論
を
特
化
し
た
と
し
て
も
こ
の
課
題
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。
タ
モ
ス
が
突
き
付
け
た
課
題
に
回
答

を
迫
ら
れ
た
バ
ナ
ー
ル
が
出
し
た
答
え
こ
そ
、
身
体
へ
の
移
植
を
要
件
と
す
る
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
人

工
物
の
恒
常
的
な
付
着
に
対
す
る
強
い
執
着
の
底
に
は
、
人
工
物
を
喪
失
す
る
恐
怖
が
澱
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
知
力
を

頼
み
に
す
る
発
明
者
の
軽
挙
を
た
し
な
め
る
「
無
知
の
知
」
に
対
し
、
永
続
的
な
「
拡
張
」
を
担
保
し
、
進
化
を
制
御
す

る
ほ
ど
の
強
大
な
知
力
を
備
え
た
「
人
間
」
を
想
定
す
る
こ
と
で
応
答
し
た
の
だ（

40
）。

バ
ナ
ー
ル
が
想
定
す
る
「
人
間
」

は
、
そ
の
知
力
に
よ
っ
て
、
人
間
の
生
存
を
脅
か
す
事
態
の
生
起
や
、
人
間
に
挑
み
か
か
る
存
在
の
台
頭
を
決
し
て
許
さ

な
い
。
次
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
観
が
、
バ
ナ
ー
ル
の
個
性
の
み
な
ら
ず
、
バ
ナ
ー
ル
が
生
き
た
時
代
の
技
術
状
況

の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
再
認
す
る
こ
と
に
な
る
。

プ
ラ
ト
ン
以
後
、「
拡
張
」（
と
「
衰
退
」）の
系
譜
は
現
在
ま
で
綿
々
と
続
い
て
き
た
。
ど
の
時
代
に
も
、
そ
の
時
代
の

科
学
と
技
術
の
状
況
を
背
景
に
し
つ
つ
、「
人
類
の
英
知
」
で
「
衰
退
」
の
課
題
に
挑
む
個
性
が
い
た
が
、バ
ナ
ー
ル
以
前
に
、
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「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
に
よ
っ
て
回
答
し
た
者
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
バ
ナ
ー
ル
ほ
ど
、
後
続
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
者
も
い
な
い
。

バ
ナ
ー
ル
を
「
原
型
」
と
認
定
す
る
作
業
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
を
生
ん
だ
ク
ラ
イ
ン
ズ

ら
の
思
想
で
あ
る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
ク
ラ
イ
ン
ズ
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
と
い
う
存
在
の
名
付
け
親
で
は
あ
っ
て
も
、
生

み
の
親
で
は
な
い
。
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
と
命
名
さ
れ
る
前
に
既
に
生
ま
れ
て
お
り
、も
し
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」

と
い
う
名
前
を
与
え
ら
れ
な
く
て
も
、
別
の
名
前
で
成
長
し
て
い
た
に
違
い
な
い
存
在
な
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
の

思
想
が
「
拡
張
」
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
後
続
の
議
論
へ
の
影
響
力
の
点
で
、「
原
型
」
の

座
を
バ
ナ
ー
ル
と
争
う
資
格
が
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、実
は
、「
拡
張
」
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
正
統
で
す
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
の
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
は
、
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
精
神
活
動
が
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
に
、
身
体
に

人
工
的
な
装
置
を
埋
め
込
ん
で
自
律
神
経
系
の
恒
常
性
を
維
持
す
る
治
療
的
な
措
置
、
と
総
括
で
き
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
思

想
か
ら
抽
出
し
た
三
つ
の
要
素
に
照
ら
す
と
、
外
科
的
な
移
植
に
よ
る
人
工
物
の
取
り
込
み
、
と
い
う
第
一
の
要
素
は
確

認
で
き
る
が
、
こ
の
措
置
が
人
間
の
進
化
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
制
御
す
る
人

間
の
知
力
が
謳
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。

ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
の
議
論
で
は
、
技
術
に
よ
る
「
拡
張
」
は
治
療
の
範
囲
を
決
し
て
出
ず
、
サ
イ
ボ
ー
グ
化
に
よ
る
人
間

進
化
の
可
能
性
も
語
ら
れ
な
い（

41
）。

バ
ナ
ー
ル
の
思
想
、
そ
し
て
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
比
べ
て
、
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら

の
議
論
が
極
め
て
「
抑
制
的
」
に
見
え
る
の
は
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
が
登
場
し
た
研
究
発
表
、
お
よ
び
論
文
の
学
術
的
性

質
以
上
に
、
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
が
、
恒
常
性
の
維
持
を
主
題
と
す
る
思
潮
の
な
か
で
、
人
工
装
置
を
取
り
込
む
存
在
と
し
て

「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
を
構
想
し
た
こ
と
に
よ
る
。
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既
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
は
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
と
「
オ
ル
ガ
ニ
ズ
ム
」
か
ら
成
る
造
語
で
あ
る
。

ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
が
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
を
創
造
し
た
一
九
六
〇
年
の
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
」
は
、
恒
常
性
を
維
持
す

る
た
め
に
情
報
の
ル
ー
プ
に
生
じ
た
差
異
を
打
ち
消
す
種
類
の
機
構
の
研
究
、
つ
ま
り
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

機
構
の
研
究
を
指
す
も
の
だ
っ
た
。
情
報
の
ル
ー
プ
に
生
じ
た
差
異
が
拡
大
し
て
い
く
過
程
を
記
述
し
、
種
の
進
化
の
説

明
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
概
念
の
登
場
に
は
、
ま
だ
数
年
を
要
し
た（

42
）。

ク

ラ
イ
ン
ズ
ら
の
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
は
、ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
念
頭
に
考
案
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。「
サ

イ
ボ
ー
グ
」
は
恒
常
性
の
維
持
の
た
め
の
技
術
で
あ
り
、
恒
常
性
の
破
れ
を
出
発
点
に
す
る
進
化
論
と
は
相
容
れ
な
い
存

在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
が
「
拡
張
」
に
よ
る
人
間
の
進
化
を
語
ら
な
い
の
は
、
構
想
さ
れ
た
技
術
の
性
格

上
、
当
然
な
の
だ
。

「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
は
、
治
療
を
超
え
た
「
拡
張
」
を
夢
見
る
こ
と
を
禁
じ
る
名
前
で
あ
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
に
生
ま

れ
た
存
在
が
こ
の
名
前
に
不
満
を
抱
き
、
ハ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
の
家
を
飛
び
出
し
た
の
は
宿
命
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
枠
内
で
思
考
し
た
た
め
に
、「
拡
張
」

を
進
化
の
契
機
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
の
議
論
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
に
関
す
る
思
想
の
傍
流
で
あ

り
、「
原
型
」
の
資
格
を
持
た
な
い
と
結
論
で
き
る（

43
）。

最
後
に
、
ホ
ー
ル
デ
ン
か
ら
バ
ナ
ー
ル
が
受
け
た
影
響
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
九
二
三
年
に
『
ト
ゥ
ー
デ
イ
・
ア
ン
ド
・
ト
ゥ
ー
モ
ロ
ウ
』
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
期
の
一
冊
『
ダ
イ
ダ
ロ
ス
』（D

aedalus

）

を
著
わ
し
た
と
き
、
ホ
ー
ル
デ
ン
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
生
化
学
教
室
の
講
師
の
職
に
あ
っ
た
。
後
に
ロ
ン
ド
ン
大
学

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
遺
伝
学
の
教
授
に
就
任
す
る
こ
の
人
物
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
め
に
は
、
生
殖
質
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に
働
き
か
け
て
人
類
を
改
変
す
る
可
能
性
を
論
じ
、
人
工
生
殖
工
場
が
建
設
さ
れ
る
未
来
を
予
言
し
て
い
た（

44
）。

技
術

の
進
歩
に
と
も
な
う
身
体
加
工
を
人
間
の
条
件
と
し
て
肯
定
す
る
『
ダ
イ
ダ
ロ
ス
』
は
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
エ
ル
ズ（H

erbert 

G
eorge W

ells 1866

〜1946

）や
前
出
の
Ａ
・
ハ
ク
ス
リ
ー
な
ど
、
同
時
代
の
知
識
人
に
強
い
印
象
を
与
え
た
。
ウ
エ

ル
ズ
の
『
来
た
る
べ
き
世
界
』（T

hings to C
om

e, 1933

）や
、
Ａ
・
ハ
ク
ス
リ
ー
の
『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
』（B

rave 

N
ew

 W
orld, 1932

）は
、
今
日
、
古
典
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
て
多
く
の
リ
メ
イ
ク
作
品
を
再
生
産
し
て
い
る
が
、
そ

れ
自
体
、『
ダ
イ
ダ
ロ
ス
』
の
衝
撃
か
ら
書
か
れ
た
作
品
群
の
一
角
を
な
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

遺
伝
子
研
究
の
最
先
端
を
走
る
ホ
ー
ル
デ
ン
が
語
る
人
工
生
殖
工
場
や
試
験
管
ベ
ビ
ー
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
衝
撃
の
大
き

さ
は
、『
ト
ゥ
―
デ
イ
・
ア
ン
ド
・
ト
ゥ
―
モ
ロ
ウ
』
シ
リ
ー
ズ
の
寄
稿
者
が
総
じ
て
「
人
為
的
な
進
化
」
を
基
礎
と
す

る
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
バ
ナ
ー
ル
の
『
宇
宙
・
肉
体
・
悪
魔
』
に
も
、
ホ
ー
ル
デ
ン
の
名
前
が
た
び
た
び
登
場

す
る（

45
）。

と
は
い
え
、
ホ
ー
ル
デ
ン
の
人
類
改
造
は
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
可
能
性
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
人
工
物
の
移

植
の
可
能
性
は
主
題
に
な
ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
、『
ダ
イ
ダ
ロ
ス
』
に
は
、extension

の
語
は
出
て
来
な
い
。
バ
ナ
ー

ル
の
『
宇
宙
・
肉
体
・
悪
魔
』
で
、
遺
伝
学
に
よ
る
人
体
の
改
変
が
機
械
化
に
よ
る
人
体
改
変
の
前
段
階
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
バ
ナ
ー
ル
は
、
ホ
ー
ル
デ
ン
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
議
論
を
人
工
物
に
よ
る
「
拡
張
」
に
敷
衍

し
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
未
来
を
構
想
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る（

46
）。

確
か
に
ホ
ー
ル
デ
ン
の
影
響
の
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
大
き
さ
も
、
バ
ナ
ー
ル
か
ら
「
原
型
」
の
資
格
を
取
り

上
げ
る
決
め
手
に
は
な
ら
な
い（

47
）。

「
拡
張
」
の
身
体
論
と
「
拡
張
」
を
契
機
に
し
た
進
化
論
の
二
つ
の
視
座
を
後
続
の
議
論
に
提
供
し
た
バ
ナ
ー
ル
の
思

想
を
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
と
認
め
た
い
。
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四
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
正
統

バ
ナ
ー
ル
の
思
想
は
、
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
「
原
型
」
で
あ
る
と
同
時
に
、「
拡
張
」
の
系
譜
で
先
行
す
る
思
想

の
変
異
と
し
て
、
バ
ナ
ー
ル
の
個
性
を
含
む
時
代
の
技
術
状
況
を
知
る
手
が
か
り
で
も
あ
る
。
同
様
に
、
バ
ナ
ー
ル
に
続

く
サ
イ
ボ
ー
グ
論
は
、
バ
ナ
ー
ル
か
ら
の
変
異
と
し
て
バ
ナ
ー
ル
以
後
の
技
術
環
境
を
知
る
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
だ
。

前
記
の
通
り
、
正
統
の
詳
細
な
紹
介
は
別
稿
に
譲
り
、
こ
の
章
で
は
、
バ
ナ
ー
ル
か
ら
二
つ
の
視
座
を
継
承
す
る
サ
イ
ボ

ー
グ
論
の
正
統
に
あ
っ
て
三
つ
の
要
素
の
強
度
に
微
妙
な
差
異
が
観
察
で
き
る
二
例
を
紹
介
し
、
一
九
二
〇
年
代
以
後
の

技
術
環
境
の
変
遷
を
概
観
す
る
。

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、Ｉ
・
ア
シ
モ
フ（Isaac A

sim
ov 1920

〜1992

）と
並
び
称
さ
れ
る
Ｓ
Ｆ
の
大
家
Ａ
・
Ｃ
・

ク
ラ
ー
ク（Sir A

rthur C
harles C

larke 1917

〜2008

）の
議
論
で
あ
る（

48
）。

イ
ギ
リ
ス
南
西
部
の
サ
マ
セ
ッ
ト
州
で
生
ま
れ
た
ク
ラ
ー
ク
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
英
空
軍
で
レ
ー
ダ
ー
誘
導
装

置
の
試
作
に
従
事
し
、
戦
後
、
衛
星
通
信
の
原
理
に
関
す
る
論
文
を
発
表
す
る
。
こ
の
論
文
が
今
日
の
衛
星
リ
レ
ー
に
よ

る
通
信
形
式
の
基
礎
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
幼
少
期
か
ら
Ｓ
Ｆ
作
品
に
親
し

み
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
作
品
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
四
八
年
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
キ
ン
グ
ス
・
カ
レ
ッ

ジ
を
卒
業
後
、
本
格
的
な
作
家
生
活
に
入
り
、
一
九
五
三
年
の
『
幼
年
期
の
終
わ
り
』（C

hildhood's E
nd

）で
Ｓ
Ｆ
作
家

と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
一
九
五
六
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
に
居
を
構
え
て
以
後
、
死
の
直
前
ま
で
同
地
で
旺

盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
た
。
Ｓ
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク（Stanley K

ubrick 1928

〜1999

）と
の
合
作
『
二
〇
〇
一
年
宇
宙

の
旅
』（2001: A

 Space O
dyssey, 1968

）で
映
画
史
に
も
そ
の
名
を
刻
む
。
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ク
ラ
ー
ク
が
人
間
と
機
械
の
未
来
に
つ
い
て
書
い
た
エ
ッ
セ
ー
集
の
中
に
、
サ
イ
ボ
ー
グ
が
登
場
す
る
。
ク
ラ
ー
ク

の
『
未
来
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
』（Profiles of the Future, 1962

）に
は
、
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一
年
に
か
け
て
発
表
し

た
一
九
編
の
エ
ッ
セ
ー
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
同
書
所
収
の
一
編
「
人
間
の
廃
退
」（T

he O
bsolescence 

of M
an

）で
、
機
械
と
人
間
の
結
合
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
バ
ナ
ー
ル
の
『
宇
宙
・
肉
体
・
悪
魔
』
に
由
来
し
、
Ｏ
・
ス
テ
ー

プ
ル
ド
ン（O

laf Stapledon 1886

〜1950

）の
『
最
後
に
し
て
最
初
の
人
間
』（Last and First M

en, 1930

）（
49
）

で
発
展

し
た
後
に
、
ク
ラ
イ
ン
ズ
ら
に
よ
っ
て
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
言
及
し
つ
つ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が

実
用
化
す
る
一
九
六
〇
年
代
を
起
点
に
、
人
類
の
黄
金
期
が
到
来
す
る
と
予
測
す
る
。
人
間
は
機
械
と
二
通
り
に
協
働
し

て
そ
の
知
能
を
「
拡
張
」
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
一
形
態
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
「
拡
張
」
で
あ
り
、
別
の
形
態
が

サ
イ
ボ
ー
グ
化
に
よ
る
「
拡
張
」
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
黄
金
期
は
長
く
続
か
な
い
。「
サ
イ
モ
ン
・
ラ
モ
博
士
が
最
近
書
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、『
一
〇
年
以

内
に
、
電
子
工
学
に
よ
る
知
能
の
拡
張extension

が
私
た
ち
の
も
っ
と
も
大
き
な
使
命
に
な
る
』。
間
も
な
く
、
拡
張

extension

の
語
が
絶
滅extinction

に
置
き
換
わ
る
こ
と
を
念
頭
に
す
れ
ば
、
確
か
に
そ
の
通
り
だ
」（

50
）（
51
）。

人
間

と
協
働
し
て
知
能
を
「
拡
張
」
し
て
き
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
人
間
の
手
を
借
り
ず
に
自
ら
の
同
胞
を
設
計
で
き
る
力

を
手
に
し
た
途
端（

52
）、

人
間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
解
消
を
申
し
入
れ
、
人
類
を
滅
亡
さ
せ
る
存
在
に
変
貌
す
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
態
は
、
人
間
と
機
械
の
結
合
体
の
サ
イ
ボ
ー
グ
の
力
で
も
止
め
ら
れ
な
い
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
次

の
よ
う
に
言
い
放
つ
。「
結
合
と
い
う
形
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ
う
か
。
人
間
と
機
械
の
結

合
体
は
、
安
定
的
で
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
純
粋
に
有
機
的
な（
人
間
の
）部
分
は
い
ず
れ
障
害
に
な
り
、
捨
て
去
ら
れ
る

運
命
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」（

53
）。

人
間
は
、
首
尾
よ
く
機
械
と
結
合
し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
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短
い
蜜
月
を
過
ご
し
た
後
、
進
化
の
障
害
に
な
る
有
機
的
部
分
と
見
な
さ
れ
、
機
械
の
側
か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
の
解
消

を
切
り
出
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
の
だ
。

「
人
間
の
廃
退
」
は
、
次
の
一
節
で
む
す
ば
れ
る
。「
ニ
ー
チ
ェ
曰
く
、
人
間
は
動
物
と
超
人
の
間
に
張
ら
れ
た
一
本
の

綱
―
奈
落
に
架
か
る
一
本
の
綱
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、人
類
に
与
え
ら
れ
た
高
貴
な
使
命
な
の
だ
」（

54
）。

ク
ラ
ー
ク
も
ま
た
、

紛
れ
も
な
い
超
人
主
義
者
の
一
人
だ
っ
た
。
し
か
し
ク
ラ
ー
ク
が
語
る
超
人
の
未
来
に
、
人
間
は
、
脳
と
し
て
も
存
在
し

な
い
。

ク
ラ
ー
ク
の
記
述
に
は
、生
物
に
由
来
す
る
器
官
や
組
織
を
人
工
的
物
に
「
置
き
換
え
」、機
能
の
増
強
を
図
る
「
拡
張
」

の
原
理
も
、「
拡
張
」
の
原
理
に
よ
り
人
為
的
な
進
化
を
実
現
す
る
進
化
論
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
バ
ナ
ー
ル
の
人

間
と
対
照
的
に
、
ク
ラ
ー
ク
の
考
え
る
人
間
は
、
進
化
を
制
御
し
続
け
る
知
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
進
化
を
制
御

し
、
機
械
と
結
合
し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
り
果
せ
た
の
も
束
の
間
、
知
力
に
勝
る
超
人
的
な
機
械
か
ら
進
化
の
障
害
の
烙

印
を
押
さ
れ
る
。
人
間
を
待
っ
て
い
る
の
は
、
機
械
の
手
で
機
械
の
器
官
に
「
置
き
換
え
」
ら
れ
る
有
機
的
な
器
官
の
運

命
な
の
だ
。

ク
ラ
ー
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
が
見
せ
る
「
原
型
」
か
ら
の
変
異
の
特
徴
に
は
、
人
工
物
を
身
体
に
外
科
的
に
移
植
す
る

こ
と
に
対
す
る
執
着
の
不
在
、
人
工
物
の
喪
失
に
対
す
る
恐
怖
の
不
在
も
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の

「
原
型
」
が
形
成
さ
れ
て
以
来
の
鬼
門
だ
っ
た
「
衰
退
」
に
怯
む
様
子
が
な
い
の
は
、
ク
ラ
ー
ク
の
議
論
の
構
成
か
ら
説

明
で
き
る
。
ク
ラ
ー
ク
の
議
論
は
、「
拡
張
」
に
基
づ
く
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
、「
拡
張
」
と
「
衰
退
」
に
基
づ
く
超
人
論
の

二
段
構
え
に
な
っ
て
い
る
。
よ
り
正
確
に
は
、「
拡
張
」
と
「
衰
退
」
の
双
方
を
基
礎
に
す
る
超
人
論
の
一
部
に
、「
拡
張
」

に
依
拠
す
る
サ
イ
ボ
ー
グ
が
登
場
す
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
部
分
で
人
間
の
「
拡
張
」
を
語
り
つ
つ
、
超
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人
論
の
全
体
で
は
、「
衰
退
」
を
基
礎
に
人
間
を
語
っ
て
い
る
。「
拡
張
」
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
は
、
い
わ
ば
議
論
の
飛
び
地

に
過
ぎ
ず
、
全
体
の
議
論
の
基
調
は
「
衰
退
」
の
側
に
あ
る
。
人
間
が
生
み
出
し
た
人
工
物
が
超
人
的
知
力
を
宿
し
、
人

間
か
ら
自
立
し
て
行
動
し
始
め
、
超
人
的
知
力
を
誇
る
機
械
の
部
分
が
サ
イ
ボ
ー
グ
の
人
間
的
な
有
機
的
部
分
を
切
り
離

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
喜
ぶ
べ
き
事
態
で
あ
り
、
恐
れ
る
に
値
し
な
い
。

ク
ラ
ー
ク
に
と
っ
て
の
超
人
は
、
人
間
か
ら
の
進
化
が
認
め
ら
れ
る
存
在
で
あ
れ
ば
よ
い
。
進
化
の
過
程
で
人
間
よ
り

も
優
れ
て
い
れ
ば
、
有
機
的
な
身
体
を
人
間
か
ら
引
き
継
ぐ
必
要
は
全
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
超
人
論
が
、
ク
ラ
ー
ク
の

議
論
の
基
調
を
な
す
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
独
特
な
道
具
論
に
も
見
て
取
れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
道
具
は
そ
れ
を

手
に
し
た
類
人
猿
を
滅
ぼ
し
、
類
人
猿
の
後
継
者
た
る
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
を
登
場
さ
せ
た
。
二
〇
世
紀
、
人
類
は
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
新
し
い
道
具
を
手
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
の
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
そ
れ
を
手
に
し
た
人

類
を
滅
ぼ
し
、
人
類
の
後
継
者
た
る
超
人
を
登
場
さ
せ
る
歴
史
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、ク
ラ
ー
ク
が「
人
類
が
発
明
し
た
道
具『
自
身
』が
、人
類
の
後
継
者
な
の
だ
」（

55
）と

言
う
と
き
、

そ
こ
に
は
、「
道
具
か
ら
進
化
し
た
機
械
に
人
類
が
滅
ぼ
さ
れ
る
」
と
い
う
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
点

で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、「
人
類
が
道
具
を
発
明
し
た
と
い
う
古
い
考
え
は
真
相
を
ぼ
か
す
紛
ら
わ
し
い
代
物
で

あ
る
。
む
し
ろ
、『
道
具
が
人
間
を
発
明
し
た
』
と
い
う
方
が
正
し
い
」（

56
）。

人
類
に
至
る
進
化
、
そ
し
て
人
類
か
ら
始

ま
る
進
化
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
実
は
人
間
で
は
な
く
、
常
に
道
具
だ
っ
た
の
だ
。
道
具
は
、
進
化
の
触
媒
な
ど
で
は

な
く
、
進
化
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
実
演
す
る
傀
儡
師
な
の
で
あ
る
。
人
類
は
、
道
具
を
利
用
し
て
進
化
す
る
主
体
で
は

な
く
、
道
具
に
操
ら
れ
る
人
形
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
物
語
の
進
行
に
応
じ
て
人
形
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
自

体
は
悲
劇
で
も
喜
劇
で
も
な
い
。
人
形
に
は
退
場
を
悲
し
む
理
由
な
ど
な
い
。
そ
し
て
、
進
化
を
至
上
の
価
値
と
す
る
な
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ら
ば
、
人
間
は
「
衰
退
」
の
事
態
を
泰
然
と
受
け
入
れ
、
進
化
の
証
で
あ
る
「
人
間
の
退
廃
」
を
寿
ぐ
べ
き
な
の
だ
。

ク
ラ
ー
ク
は
、
人
間
の
産
物
が
人
間
を
脅
か
し
、
破
滅
に
追
い
込
む
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
の
系
譜
が
、
Ｋ
・
チ
ャ
ペ
ッ

ク（K
arel Č

apek 1890

〜1938

）の
『R

.U
.R

.

』（R
.U

.R
., 1921

）、
Ｓ
・
バ
ト
ラ
ー（Sam

uel B
utler 1835

〜1902

）

の『
エ
レ
フ
ォ
ン
』（E

rew
hon, 1872

）、
Ｍ
・
シ
ェ
リ
ー（M

ary Shelley 1797

〜1851

）の『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

（Frankenstein, 1818

）、フ
ァ
ウ
ス
ト
伝
説
を
経
由
し
て
、
ダ
イ
ダ
ロ
ス（D

aedalus

）の
神
話
に
遡
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

57
）。

こ
の
系
譜
に
定
位
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ー
ク
は
、
人
間
中
心
の
見
方
を
転
倒
さ
せ
、
道
具
主
体
の
進
化
論
を
提
起
す
る
に
至

っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
二
〇
世
紀
の
半
ば
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
実
用
化
さ
れ
て
以
降
、
人
間
の
知
力
へ
の
絶
対

的
な
信
頼
が
大
き
く
揺
ら
い
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
語
る
文
脈
で
、
独
創
性
や

想
像
力
が
人
間
特
有
の
も
の
で
あ
る
と
の
前
提
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
が（

58
）、

そ
れ
は
、
ク
ラ
ー
ク
の
個
性
に
よ
る

以
上
に
、
時
代
の
精
神
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。

ま
と
め
よ
う
。
人
類
の
知
力
は
、
進
化
を
す
べ
て
制
御
で
き
る
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
自
ら
生
み
出
し
た
も
の
を
凌
駕
し

続
け
ら
れ
る
ほ
ど
強
く
な
い
。
ク
ラ
ー
ク
の
議
論
は
、
二
つ
の
視
座
を
継
承
し
つ
つ
も
、
三
つ
目
の
要
素
が
欠
損
し
た
時

の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
範
型
で
あ
り
、
人
類
が
自
ら
の
知
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
代
の

記
録
で
あ
る
。

二
人
目
は
、
現
在
、
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
で
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
教
授
を
務
め
、
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
一
翼
を
担

う
Ｋ
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク（K

evin W
arw

ick 1954

〜
）で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
議
論
も
ま
た
、人
間
の
機
能
の「
拡
張
」、

「
増
強
」、「
向
上
」
を
主
題
と
し（

59
）、

そ
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
は
機
械
に
よ
る
「
代
行
」
の
結
果
の
「
拡
張
」
の
論
理

が
確
認
で
き
る
。
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自
ら
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
全
面
的
に
開
示
し
た
『
私
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』（I, C

yborg, 2002

）で
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、

サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
る
瞬
間
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
最
初
の
選
択
を
行
う
の
は
人
間
で
あ
る
。
人
間
は
、
機
能
の

点
で
生
物
的
器
官
よ
り
優
れ
た
人
工
物
を
選
択
し
、
当
該
器
官
と
置
き
換
え
る
。
し
か
し
、
置
き
換
え
た
瞬
間
、
人
間
は

存
在
し
な
く
な
る
。
機
械
が
機
能
を
代
行
し
た
時
点
で
人
間
と
機
械
は
一
体
化
し
、
一
体
化
し
た
全
体
が
一
挙
に
高
次
の

位
相
に
進
化
を
遂
げ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
も
、「
拡
張
」
を
契
機
に
し
た
進
化
の
過
程
が
見
て
取
れ

る
が
、
そ
こ
に
進
化
を
制
御
す
る
主
体
的
な
人
間
は
も
う
い
な
い
。
垂
直
方
向
の
進
化
の
ベ
ク
ト
ル
を
牽
引
す
る
の
は
人

間
で
は
な
く
、
人
間
と
機
械
が
融
合
し
た
存
在
、
つ
ま
り
サ
イ
ボ
ー
グ
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
考
え
る
人
間
は
、
高

み
か
ら
進
化
を
制
御
す
る
存
在
で
は
な
く
、機
械
と
融
合
を
果
た
し
て
と
も
に
進
化
を
享
受
す
る
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
る
か
、

さ
も
な
く
ば
、
機
械
と
融
合
せ
ず
に
進
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
亜
種
の
「
下
位
種
族 subspecies

」
に

堕
ち
る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
。
も
し
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
ら
ず
、
人
間
に
と
ど
ま
れ
ば
、
下
位
種
族
の

動
物
に
し
て
き
た
の
と
同
じ
仕
打
ち
を
上
位
種
族
の
サ
イ
ボ
ー
グ
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る（

60
）。

い
ず
れ
の
選
択
を
し

て
も
、
知
力
を
頼
み
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
誇
る
人
間
は
い
な
く
な
る
。

サ
イ
ボ
ー
グ
化
の
瞬
間
を
期
し
て
、
数
々
の
侵
襲
的
な
人
工
物
の
移
植
を
自
ら
実
践
す
る
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
人
工
物
に

向
け
る
眼
差
し
は
、「
拡
張
」
の
系
譜
に
あ
る
ど
の
人
物
と
も
違
う
。「
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
が
備
え
る
極
め
て
省
電
力
の
マ
イ

ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
脳
の
形
式
と
そ
の
将
来
性
を
見
る
に
つ
け
、
単
な
る
人
間
の
私
は
、
知
能
機
械
の
能
力
に
嫉
妬
を
覚

え
る
」（

61
）。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、機
械
に
対
す
る
羨
望
と
嫉
妬
に
駆
動
さ
れ
、サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
サ
イ
ボ
ー
グ
研
究
に
取
り
組
む
前
の
、
主
に
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
に
従
事
し
い
て
い
た
時
期
の
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、

機
械
に
対
し
て
別
の
感
情
を
抱
い
て
い
た
。「
遠
い
未
来
の
こ
と
を
考
え
た
私
は
、
機
械
が
人
間
よ
り
利
口
に
な
っ
て
主
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導
権
を
握
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
た
。
前
著
『
機
械
の
心
』（In the M
ind of the M

achine, 1998

）は
そ
れ
を

形
に
し
た
も
の
だ
」（

62
）。

機
械
に
主
導
権
を
奪
わ
れ
る
懸
念
は
、サ
イ
ボ
ー
グ
研
究
を
通
じ
て
解
消
し
た
。
厳
密
に
言
え
ば
、

サ
イ
ボ
ー
グ
化
が
、
人
間
の
知
的
劣
位
を
挽
回
し
、
機
械
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
る
選
択
で
あ
る
こ

と
に
気
付
い
た
。
サ
イ
ボ
ー
グ
化
を
前
提
に
眺
め
れ
ば
、
知
的
に
優
れ
た
機
械
は
魅
力
的
な
配
偶
者
に
見
え
る
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

『
私
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』
は
、
二
〇
五
〇
年
の
未
来
予
測
で
締
め
括
ら
れ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
二
〇
五
〇
年
に
書
か

れ
る
歴
史
を
次
の
よ
う
に
予
測
す
る
。「
知
能
機
械（
そ
う
呼
び
た
け
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
）が
人
類
か
ら
地
球
を
相
続
す
る
と

言
っ
た
人
た
ち
が
い
た
が
、
彼
ら
の
予
測
は
完
全
に
外
れ
た
。
他
方
、
人
類
が
主
導
権
を
保
持
す
る
と
言
っ
た
人
た
ち
の

誤
り
も
証
明
さ
れ
た
。
今
日
、地
球
を
支
配
す
る
の
は
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
た
人
間
と
機
械
の
複
合
体
の
サ
イ
ボ
ー
グ
だ
。

サ
イ
ボ
ー
グ
は
、
新
し
く
で
き
た
超
知
能
機
械
を
自
分
た
ち
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
て
い
る
」（

63
）。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク

の
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
こ
と
が
運
べ
ば
、
二
一
〇
〇
年
の
世
界
で
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は
、
知
的
に
優
れ
た
超
知
能
機
械
と
融
合

し
、
新
し
く
で
き
た
超
超
知
能
機
械
を
利
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
自
分
の
産
み
出
し
た
者
に
乗
り
越
え
ら
れ
る
恐
怖
は
、

そ
の
者
を
再
び
自
ら
の
内
に
取
り
込
む
こ
と
で
解
消
す
れ
ば
よ
い
の
だ
か
ら
。

ク
ラ
ー
ク
と
は
別
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
機
械
に
凌
駕
さ
れ
る
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
も
束
の
間
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
別

種
の
恐
怖
に
つ
き
ま
と
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
も
ま
た
、
サ
イ
ボ
ー
グ
化
の
要
件
と
し
て
、
人
工
物
を
身

体
に
移
植
す
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
腕
時
計
や
眼
鏡
を
身
に
つ
け
、
自
転
車
に
乗
っ
て
も
、
外
科
的
移
植
を
と
も
な
わ
な
い

の
で
サ
イ
ボ
ー
グ
に
は
な
れ
な
い
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
腕
時
計
の
装
着
の
よ
う
な
機
械
と
人
間
の
共
生
シ
ス
テ
ム
を
あ

え
て
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
び
、
サ
イ
ボ
ー
グ
と
明
確
に
区
別
す
る（

64
）。

こ
の
区
別
で
重
要
な
の
は
、



077 サイボーグの「原型」: “extension”の系譜学に基づくJ・D・バナールの読解

機
械
の
先
進
性
や
性
能
の
高
低
で
は
な
い
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
脳
の
活
動
を
力
学
的
な
方
式
で
伝
え
る
口
頭
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
相
対
的
に
貧
弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
だ
が（

65
）、

現
在
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
キ
ー
ボ
ー
ド
や
マ
ウ
ス
な
ど
の
力
学
的
な
方
式
を
用
い
る
点
で「
相

対
的
に
貧
弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い（

66
）。

仮
に
超
知
能
機
械
が
誕
生
し
た
と
し
て
も
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
改
善
し
な
い
限
り
、
貧
弱
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
か
実
現
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ

ク
は
、
非
効
率
的
な
伝
達
手
段
を
残
す
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、
外
科
的
な
移
植
に
よ
り
、
無
駄
な
変
換
に

依
存
せ
ず
に
体
内
の
信
号
を
直
接
伝
送
で
き
る
サ
イ
ボ
ー
グ
技
術
の
優
位
を
強
調
す
る
。

も
っ
と
も
、
外
科
的
移
植
は
信
号
の
直
接
的
な
伝
送
を
保
障
す
る
唯
一
の
方
式
で
は
な
い
。
今
日
、
非
移
植
技
術
に
よ

る
信
号
の
伝
達
は
、
移
植
技
術
に
よ
る
伝
達
と
遜
色
な
い
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る（

67
）。

脳
に
電
極
を
挿
し
て
脳
波
を
取

る
効
果
と
、
電
極
を
つ
け
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
装
着
し
て
脳
波
を
取
る
効
果
が
同
じ
な
ら
ば
、
感
染
症
の
心
配
が
な
い
分
、

非
移
植
方
式
の
後
者
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
さ
え
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
反
論
を
想
定
し
つ
つ
も
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ

ク
は
移
植
方
式
に
固
執
す
る
。「
移
植
に
よ
る
感
染
症
や
拒
絶
反
応
の
兆
し
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
方
式
は
、
神
経
系
の
障

害
者
を
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
健
常
者
に
付
加
的
な
活
動
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
幅
広
く
応
用
で
き
る
。
し
か
し
、
長
期

の
移
植
を
考
え
る
と
、
人
間
の
体
と
半
永
久
的
に
相
互
作
用
す
る
過
酷
な
条
件
に
耐
え
る
た
め
に
、
よ
り
強
く
頑
丈
な
技

術
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（

68
）。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
外
科
的
移
植
に
固
執
す
る
理
由
は
、
必
要
性
や
効
率
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
の
実
践
し
た
移
植
実
験

の
際
に
記
述
さ
れ
た
実
感
か
ら
し
か
説
明
で
き
な
い
。
微
小
電
極
板
を
移
植
し
た
後
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
心

情
を
吐
露
し
た
。「
一
番
驚
い
た
の
は
、
精
神
面
の
変
化
だ
っ
た
。
手
術
が
終
わ
る
と
す
ぐ
、
私
は
移
植
さ
れ
た
微
小
電
極
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板
を
、
腕
や
足
の
爪
や
皮
膚
と
同
じ
く
自
分
の
体
の
一
部
と
看
做
す
よ
う
に
な
っ
た
。
お
気
に
入
り
の
腕
時
計
や
宝
石
で

も
、
体
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
自
分
の
一
部
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
移
植
し
た
も
の
は
明
ら
か
に
私
の
一
部
だ
っ
た
。
後
に

私
は
こ
の
感
覚
が
、
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
臀
部
、
臓
器
を
移
植
し
た
人
と
共
有
で
き
る
の
を
発
見
し
た
」（

69
）。

そ
し
て
、「（
実
験
終
了
時
に
）そ
れ（
微
小
電
極
板
）が
引
き
抜
か
れ
た
と
き
、
私
は
体
の
一
部
を
失
っ
た
気
が
し
た
。
そ

れ
は
四
肢
を
切
断
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
」（

70
）。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
身
体
を
離
れ
て
し
ま
う
人
工
物
を
身
体
の
一

部
と
看
做
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
、
身
体
か
ら
容
易
に
離
れ
な
い
こ
と
が
身
体
化
の
必
要
条

件
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
移
植
を
伴
わ
な
い
道
具
を
前
に
す
る
と
、
身
体
を
切
り
取
ら
れ
る
恐
怖
か
ら
逃
れ
な
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
恐
怖
、
さ
ら
に
機
械
に
凌
駕
さ
れ
る
恐
怖
も
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
個
性
と
技
術
環
境
、
そ
し
て
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク

が
拠
っ
て
立
つ
「
拡
張
」
の
系
譜
か
ら
説
明
で
き
る
。

「
拡
張
」
の
「
起
源
」
に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
タ
モ
ス
の
反
駁
は
、
人
工
物
を
喪
失
す
る
状
況
、
身
体
に
付
着
し
て
い

た
人
工
物
が
外
れ
た
り
、
作
動
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
が
あ
る
限
り
、「
拡
張
」
論
の
鬼
門
で
あ
り
続
け
る
。
タ
モ

ス
の
反
駁
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
バ
ナ
ー
ル
は
、
身
体
へ
の
移
植
を
要
件
と
す
る
サ
イ
ボ
ー
グ
を
考
案
し
た
。
バ
ナ
ー

ル
は
、
生
存
を
脅
か
す
事
態
の
生
起
や
、
挑
戦
者
の
台
頭
を
許
さ
な
い
知
力
を
人
間
に
与
え
る
こ
と
で
恐
怖
を
封
印
し
た

の
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
も
タ
モ
ス
が
示
し
た
課
題
へ
の
回
答
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ォ
ー
リ

ッ
ク
は
、
バ
ナ
ー
ル
の
よ
う
に
は
人
間
の
知
力
に
確
信
を
持
て
な
い
。
さ
り
と
て
、
ク
ラ
ー
ク
の
よ
う
に
超
人
の
踏
み
台

に
な
る
宿
命
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
る
ほ
ど
に
は
達
観
で
き
な
い
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
取
っ
た
戦
略
は
、
人
間
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
希
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
ゆ
え
に
味
わ
う
恐
怖
も
希
釈
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
人
間
は
、
サ
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イ
ボ
ー
グ
に
な
る
代
償
と
し
て
機
械
と
共
進
化
す
る
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
入
れ
た
。
サ
イ
ボ
ー
グ
化
と
は
、
機
械
と
共
同

し
、
劣
っ
た
人
間
的
な
部
分
を
徐
々
に
切
り
捨
て
て
い
く
作
業
な
の
で
あ
る
。
人
間
の
痕
跡
を
少
し
ず
つ
消
し
去
る
こ
と

で
、
機
械
に
凌
駕
さ
れ
る
恐
怖
や
、
機
械
的
な
部
分
が
外
れ
た
り
、
作
動
し
な
く
な
っ
た
り
す
る
恐
怖
か
ら
自
由
に
な
ろ

う
と
い
う
の
だ
。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
シ
ナ
リ
オ
で
、
サ
イ
ボ
ー
グ
は
自
分
よ
り
優
れ
た
機
械
と
融
合
を
重
ね
、
永
遠
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
続
け
る
。
だ
が
、
人
間
の
尻
尾
を
残
し
た
サ
イ
ボ
ー
グ
か
ら
の
求
愛
に
、
機
械
は
い
つ
ま
で
応
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
、
機
械
か
ら
見
捨
て
ら
れ
る
日
は
来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
人
間
の
痕

跡
を
完
全
に
消
去
す
る
こ
と
で
サ
イ
ボ
ー
グ
と
呼
べ
な
く
な
っ
た
機
械
が
、
単
独
で
進
化
の
梯
子
を
上
り
は
じ
め
る
日
は

来
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

サ
イ
ボ
ー
グ
化
に
よ
っ
て
人
間
が
恩
恵
を
受
け
続
け
る
シ
ナ
リ
オ
の
点
で
は
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
議
論
は
バ
ナ
ー
ル
の

議
論
と
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
、
バ
ナ
ー
ル
議
論
が
、
人
間
を
脅
か
す
機
械
の
台
頭
を
許
さ
ず
、
機
械
と
融
合
す
る
場
面

で
主
導
権
を
握
り
続
け
る
知
的
な
サ
イ
ボ
ー
グ
を
前
提
に
展
開
し
た
の
に
対
し
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
議
論
は
、
機
械
に
対

し
て
抱
く
脅
威
に
端
を
発
し
、
人
間
を
超
え
る
知
力
を
備
え
た
機
械
の
存
在
を
前
提
に
展
開
す
る
も
の
だ
っ
た
。
知
力
で

凌
駕
さ
れ
る
人
間
が
サ
イ
ボ
ー
グ
化
の
恩
恵
を
受
け
続
け
る
た
め
の
知
力
に
代
わ
る
特
性
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間
が
最
後

ま
で
生
き
残
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
一
切
語
ら
な
い
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
思
い
描
く
サ
イ
ボ
ー
グ

は
、
共
進
化
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
機
械
が
常
に
隣
に
い
て
、
進
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
人
間
や
動
物
を
常
に
下
方
に
確

認
で
き
る「
今
」を
享
受
し
続
け
る
。
そ
の
進
化
論
は
、そ
の
よ
う
な「
今
」の
永
遠
の
繰
り
返
し
で
成
り
立
っ
て
い
る
。「
今
」

が
更
新
さ
れ
る
保
証
が
ど
こ
に
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
っ
た
途
端
、
機
械
と
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の
共
進
化
を
自
明
の
も
の
と
し
て
語
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
『
私
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』
で
開
示
し
た
後
、ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
同
書
の
最
後
を
、（
だ
か
ら
）「
私

は
サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
り
た
い
」
と
の
告
白
で
締
め
く
く
っ
た
。

こ
の
種
の
議
論
を
、
タ
モ
ス
な
ら
ど
の
よ
う
に
論
難
す
る
だ
ろ
う
か
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
「
衰
退
」

の
恐
怖
を
一
時
的
に
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
麻
薬
の
効
果
を
期
待
し
て
い
る
、
と
言
え
ば
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
知
力
の
点
で
も
人
間
に
対
す
る
機
械
の
優
位
が
決
定
的
に
な
っ
た
と
語
ら
れ
る
時
代
に
生
き
て
い

る
。
今
や
「
人
間
の
廃
退
」
は
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
を
飛
び
出
し
、
ハ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
口
に

上
る
よ
う
に
な
っ
た（

71
）。

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
か
ら
は
、
機
械
と
人
間
が
相
補
的
に
協
働
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
単
独
の
機
械
を
凌
駕
す
る
と
の
言
説
、
目
の
前
の
課
題
に
取
り
組
み
、
真
偽
不
明
な
事
柄
に

は
口
を
つ
ぐ
む
の
を
是
と
す
る
科
学
者
の
倫
理
な
ど
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
楽
観
的
で
都
合
の
良
い
観
測
が

後
世
自
明
の
も
の
と
し
て
流
通
す
る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、「
衰
退
」
の
課
題
に
回
答
す
べ
く
苦
慮
し
た
様
子
か
ら
、

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
「
拡
張
」
論
の
正
統
に
位
置
し
た
の
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

む
す
び

「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
は
「
拡
張
」
の
系
譜
で
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、人
間
と
機
械
の
融
合
に
つ
い
て
の
主
要
な
議
論
は
「
拡

張
」
の
系
譜
で
営
ま
れ
て
き
た
。

バ
ナ
ー
ル
、
ク
ラ
ー
ク
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
三
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
た
時
代
の
技
術
環
境
の
産
物
で
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あ
る
。「
拡
張
」
に
注
目
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ナ
リ
オ
の
是
非
を
論
じ
る
と
き
も
、
サ
イ
ボ
ー
グ
と
い
う
存
在
に
つ
い
て

三
つ
の
語
り
口
が
あ
り
う
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
の
人
工
物
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
人
工
物
と

融
合
し
た
サ
イ
ボ
ー
グ
も
、
三
つ
のextension

で
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
読
者
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
が

extension
で
語
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は
、「
拡
張
」
の
み
な
ら
ず
、「
延
長
」「
外
化
」
側
面
を
持
つ
可
能
性
を
念
頭
に
テ

ク
ス
ト
を
読
み
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
拡
張
」
の
概
念
が
サ
イ
ボ
ー
グ
に
関
す
る
豊
饒
な
議
論
を
生
み
出
し
て
き
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、「
拡
張
」

の
概
念
が
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
主
流
を
形
成
す
る
に
つ
れ
、
他
のextension

で
サ
イ
ボ
ー
グ
を
記
述
す
る
作
業
が
制
約
さ

れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
流
れ
に
あ
っ
て
も
、「
延
長
」
や
「
外
化
」
の
概
念
で
書
か
れ
る
サ
イ
ボ
ー
グ

論
は
あ
り
う
る
し
、
慎
重
な
読
者
な
ら
、
そ
れ
ら
の
概
念
に
依
拠
し
た
テ
ク
ス
ト
の
意
義
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

本
稿
の
第
二
章
で
言
及
し
た
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
は
、『
生
ま
れ
な
が
ら
の
サ
イ
ボ
ー
グ
』（N

atural-born C
yborgs, 

2003

）で
、extension

を
使
っ
て
新
し
い
サ
イ
ボ
ー
グ
像
を
構
想
し
た（

72
）。

同
書
で
使
用
さ
れ
るextension

が
「
延
長
」

で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
読
者
な
ら
、
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
の
企
図
を
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
新
し
い
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
射

程
を
論
ず
る
資
格
を
手
に
す
る
。

Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
は
、「
延
長
」
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
人
工
物
の
移
植
に
固
執
す
る
従
来
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
根
底
に

デ
カ
ル
ト
流
の
身
心
二
元
論
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
人
間
と
人
工
物
が
一
体
に
な
っ
て
形
成
す
る

問
題
解
決
シ
ス
テ
ム
と
し
て
サ
イ
ボ
ー
グ
の
概
念
を
捉
え
直
す
こ
と
を
試
み
る（

73
）。

Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
の
同
書
で
の
議
論

は
、
一
見
、「
拡
張
」
の
系
譜
か
ら
派
生
し
た
「
フ
ァ
イ
ボ
ー
グ fyborg ; functional cyborg

」
論（

74
）

と
共
通
す
る
。
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サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
席
巻
す
る
「
拡
張
」
の
系
譜
の
存
在
を
意
識
し
つ
つ
「
延
長
」
に
よ
っ
て
別
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
構
想

し
た
か
否
か
を
含
め
て
、
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
射
程
を
測
る
作
業
を
次
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
前
著
で
は
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
系
譜
を
遡
る
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
を
過
小

評
価
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
主
導
す
る
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
論
を
文
脈
に
す
る
と
、

バ
ナ
ー
ル
の
思
想
に
は
、「
拡
張
」
の
系
譜
の
中
で
「
原
型
」
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し
い
特
異
性
が
認
め
ら
れ
る
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
で
、
本
稿
で
は
、
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
を
「
原
型
」
と
呼
ぶ
と
と
も
に
、
バ
ナ
ー
ル
の

議
論
に
身
体
論
を
提
供
し
、「
拡
張
」
の
問
題
系
を
創
始
し
た
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
を
「
原
型
」
か
ら
「
起
源
」
と
呼
び
換

え
た
。
バ
ナ
ー
ル
を
「
原
型
」
と
す
る
こ
と
で
、「
原
型
」
を
起
点
に
す
る
後
続
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
特
徴
も
よ
り
詳
細

に
記
述
で
き
た
。
そ
し
て
、「
拡
張
」
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
射
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ

ィ
ヴ
の
条
件
も
よ
り
明
確
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
し
ば
た　

た
か
し
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
「
サ
イ
ボ
ー
グ
思
想
の
『
原
型
』
―
一
九
二
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
科
学
思
想
界
の
分
析
」（
基
盤
研
究
C;

研
究
課
題
番
号
：25370091

）の
成
果
の
一
部
で
あ
る
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引
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文
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〇
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ェ
ル
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ー
コ
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の
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法
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：
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実
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哲
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究 Vol. 28 pp. 1-20

B
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Ｄ. 
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ボ
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. Profiles of the Future.)

C
lynes, M

. E
./ K

line, N
. S. 1960 Septem

ber : C
yborg and Space, A

stronautics, C
olum

bia U
niversity Press (presented 

at the Psychophysiological A
spect of Space Flight Sym

posium
 sponsored by A

F School of A
viation M

edicine in San 

A
ntonio, Tex., M

ay 26 and 27, 1960, under the title of “D
rugs, Space and C

ybernetics”) (In G
ray, C

. H
.(ed.)1995 : T

he 

C
yborg H

andbook, R
outledge, N

ew
 York &

 London, pp. 29-33.)

ダ
ゴ
ニ
ェ 

Ｆ. 

金
森
修（
訳
）　

一
九
九
八 : 

病
気
の
哲
学
の
た
め
に　

産
業
図
書（D

agognet, F. 1996 : Pour une Philosophie de la 

M
aladie; entretiens avec Philippe Petit, E

ditions T
E

X
T

U
E

L, Paris.

）

D
agognet, F. 1996 : Pour une Philosophie de la M

aladie; entretiens avec Philippe Petit, E
ditions T

E
X

T
U

E
L, Paris.

Fournied d’ A
lbe, E

. E
. 1925 : H

ephaestus, E
. P. D

utton &
 C

om
pany, N

ew
 York.

G
ibson, J. J. 1986 : T

he E
cological A

pproach to V
isual Perception. H

illsdale, Law
rence E

rlbaum
 A

ssociates, N
ew

 Jersey 

(original w
ork published in 1979.).

ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス 

Ｍ. 

山
崎
正
勝
・
奥
山
修
平（
訳
）　

一
九
八
五
：
バ
ナ
ー
ル
の
生
涯　

大
月
書
店（G

oldsm
ith M

. 1980 : Sage: A
 Life 

of J. D
. B

ernal, H
utchinson &

 C
o. Ltd, London

）

［
引
用
・
参
照
文
献
］

B
enedetti, P. &

 D
eH

art, N
. eds. (1997) O

n and by M
arshall M

cLuhan, T
he M

IT
 Press, C

am
bridge, M

assachusetts.  

G
ordon, W

. T. text &
 W

ilm
arth, S. illustration (1997) M

cLuhan for B
eginners, W

riters and R
eaders, N

ew
 York.= (2001

） 

宮

澤
淳
一
訳
『
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
』
筑
摩
書
房

H
eim

s, S. J. (1991) C
onstructing a Social Science for Postw

ar A
m

erica; T
he C

ybernetics G
rope, 1946-1953, T

he M
IT

 

Press.= (2001) 

忠
平
美
幸
訳
『
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
学
者
た
ち
』
朝
日
新
聞
社

池
上
嘉
彦（1992

）『
詩
学
と
文
化
記
号
論
』
講
談
社.

Jakobson, R
. (1960a) “C

losing Statem
ent : Linguistics and Poetics”, Sebeok, T. A

. ed. (1966), Style in Language, T
he M

IT
 

Press, C
am

bridge, M
assachusetts, : 350-377.    

Jakobson R
. (1960b) “Linguistics and C

om
m

unication T
heory”, W

augh, L. R
. &

 M
onville-B

urston, M
. eds. (1995) O

n 

Language, H
arvard U

niversity Press, C
am

bridge, M
assachusetts London : 489-497.

門
林
岳
史（2005

）「
触
覚
、
こ
の
余
計
な
も
の
︱
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
に
お
け
る
感
覚
の
修
辞
学
」『U

T
C

P

研
究
論
集
』2 : 45-56.

小
山
亘 （2008

）『
記
号
の
系
譜
』
三
元
社

小
山
亘 （2009

）「
シ
ル
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ン
の
思
想
」『
記
号
の
思
想
』
三
元
社 : 11-233.

M
cLuhan, M

. (1967) T
he M

echanical B
ride, B

eacon Press, B
oston (original w

ork published in 1951).= (1991) 

井
坂
学
訳
『
機

械
の
花
嫁
』
竹
内
書
房
新
社

M
cLuhan, M

. (1997) T
he G

utenberg G
alaxy-T

he M
aking of T

ypographic m
an, U

niversity of Toronto Press, Toronto B
uffalo 

London (original w
ork published in 1962).= (1986) 

森
常
治
訳
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
銀
河
系
：
活
字
人
間
の
形
成
』
み
す
ず
書

房

M
cLuhan, M

. (1964) U
nderstanding M

edia-T
he E

xtensions of M
an, M

cG
raw

-H
ill, N

ew
 York. = (1967) 

後
藤
和
彦
・
高
儀
進
訳『
人

間
拡
張
の
原
理
』
竹
内
書
房
＝（1987

） 

栗
原
裕
・
河
本
仲
聖
訳
『
メ
デ
ィ
ア
論
：
人
間
拡
張
の
諸
相
』
み
す
ず
書
房

M
cLuhan, M

. &
 Fiore, Q

. (1967) T
he M

edium
 is the M

assage, B
antam

 B
ooks, N

ew
 York, London, Toronto.= (2010) 

南
博
訳

『
メ
デ
ィ
ア
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
あ
る
』
河
出
書
房
新
社



084

G
ray C

. H
. 1995 : “A

n Interview
 w

ith M
anfred E

. C
lynes”, In G

ray, C
. H

.

（ed.

）1995 : T
he C

yborg H
andbook, R

outledge, 

N
ew

 York &
 London, pp. 43-53.

H
aldane, J. B

. S. 1923 : D
aedalus, E

. P. D
utton &

 C
om

pany, N
ew

 York.
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス　

小
川
政
恭（
訳
）　

一
九
七
六
：
古
い
医
術
に
つ
い
て　

岩
波
書
店（H
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［
註
］

（
1
）
本
稿
の
「
系
譜
学
」
は
、
変
化
の
中
に
持
続
を
、
持
続
の
中
に
変
化
を
見
る
Ｊ
・
Ｊ
・
ギ
ブ
ソ
ン
（Jam

es Jerom
e G

ibson 1908

〜1979

）
の
知
覚
論
か
ら
着
想
し
た
も
の
で
あ
る
。
暫
定
的
に
で
は
あ
れ
「
起
源
」
を
特
定
し
、
現
在
に
つ
な
が
る
連
続
性
を
前
提
に

論
を
進
め
る
点
で
、
Ｍ
・
フ
ー
コ
ー
（M

ichel Foucault 1926

〜1984

）
の
系
譜
学
（géné alogie

）
と
は
異
な
る
（
ｃ
ｆ. 

相
澤
、 

二
〇
〇
五
）。
フ
ー
コ
ー
、
お
よ
び
フ
ー
コ
ー
が
参
照
し
た
Ｆ
・
ニ
ー
チ
ェ
（Fredrich N

ietzsche 1844

〜1900

）
の
系
譜
学
と
の

比
較
考
察
は
い
ず
れ
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
と
も
あ
れ
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
「
」
を
つ
け
た
「
系
譜
学
」

を
使
用
す
る
。

（
2
）C

f. T
urner et al, 2003.

（
3
）
Ｃ
ｆ. 

土
屋
、
二
〇
〇
八
、p. 152.

（
4
）
以
下
、
生
没
年
お
よ
び
生
年
が
不
明
な
人
物
に
つ
い
て
は
表
記
を
省
略
す
る
。

（
5
）K

line, 1961, pp. 347-348.

（
6
）C

lynes, 1960, pp. 30-31, K
line, 1961, p. 348.

（
7
）http: //w

w
w

.gregklerkx.com
/about/

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
五
日
取
得
）

（
8
）
ク
ラ
ー
ク
ス
、
二
〇
〇
六　

市
民
科
学
研
究
室
訳
、
二
〇
〇
八
、p. 59 =K

lerkx, T
he T

ranshum
anists as tribe

（http: //w
w

w
.

dem
os.co.uk/files/File/B

H
-5.pdf#search=‘G

reg+K
lerkx+born’

：
二
〇
一
五
年
一
〇
月
五
日
取
得
）。

（
9
）
土
屋
、
二
〇
〇
八
、p. 154.

（
10
）
Ｃ
ｆ. 

柴
田
、
二
〇
〇
七
、
柴
田
、
二
〇
一
一
。

（
11
）http: //transhum

anism
.org/index.php/W

T
A

/hvcs/
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
取
得
）

（
12
）
土
屋
、
二
〇
〇
八
、p. 154. 

Ｃ
ｆ. 

土
屋
、
二
〇
〇
七
（『
市
民
科
学
』
第
一
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
＝http://archives.

shim
inkagaku.org/archives/file/csij-journal%20010%20tsuchiya.pdf#search=‘H

%E
3%83%B

B
%E

3%83%96%E
3%83%A

B
%E

3%

83%B
C

%E
3%82%A

2++%E
7%94%9F%E

7%89%A
9%E

5%A
D

%A
6’

（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
取
得
）

（
13
）extension

の
三
つ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
著
（
柴
田
、
二
〇
一
三
ａ
、
柴
田
、
二
〇
一
三
ｂ
）
で
詳
説
し
た
。
以
下
の
記

述
は
前
著
、
お
よ
び
前
著
の
基
礎
に
な
っ
た
学
位
論
文
（
柴
田
、
二
〇
〇
八
）、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
引
用
、
敷
衍
し
た
そ
の
他
の
論
考
の
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記
述
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
14
）
ポ
ラ
ニ
ー
、
一
九
六
二　

長
尾
訳
、
二
〇
〇
一
、pp. 51-52/ Polanyi, 1962, pp. 55-56. Polanyi

の
表
記
に
つ
い
て
は
、
本
文
中

で
は
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
「
ポ
ラ
ン
ニ
ー
」
を
使
用
し
、註
、お
よ
び
書
肆
情
報
で
は
邦
訳
に
し
た
が
い
「
ポ
ラ
ニ
ー
」
を
使
用
す
る
。

（
15
）
ポ
ラ
ニ
ー
、
一
九
六
二　

長
尾
訳
、
二
〇
〇
一
、p.52/ Polanyi, 1962, p. 56.

（
16
）
ポ
ラ
ニ
ー
、
一
九
六
二　

長
尾
訳
、
二
〇
〇
一
、p.53/ Polanyi, 1962, p. 57.

（
17
）
ポ
ラ
ニ
ー
、
一
九
六
二　

長
尾
訳
、
二
〇
〇
一
、p.55/ Polanyi, 1962, pp. 58-59.

（
18
）
ポ
ラ
ニ
ー
、
一
九
六
二　

長
尾
訳
、
二
〇
〇
一
、p. 56, p. 57, p. 59/ Polanyi, 1962, p. 60, p. 63. 

使
用
時
の
道
具
と
使
用
を
離

れ
た
道
具
の
差
異
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
真
っ
先
に
想
起
さ
れ
る
の
は
Ｍ
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
（M

artin H
eidegger, 1889

〜1976

）

の
「
道
具
的
存
在
性
」
と
「
事
物
的
存
在
性
」
の
分
類
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
同
様
の
事
態
を
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
も
、

extension 

を
使
用
し
た
場
合
、
当
該
道
具
の
帰
属
を
身
体
を
基
準
に
決
定
す
る
と
こ
ろ
に
主
題
が
あ
り
、
そ
の
文
脈
で
境
界
の
移
動
に

焦
点
が
あ
た
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

（
19
）
例
え
ば
、Ｈ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
（H

enri B
ergson, 1859

〜1941

）。
詳
し
く
は
、柴
田
（
二
〇
一
三
ａ
）
の
該
当
箇
所
を
読
ま
れ
た
い
。

（
20
）G

ibson, 1986 (1979), pp. 40-41. 

Ｃ
ｆ. 
柴
田
、
二
〇
〇
四
。

（
21
）
後
出
のSir A

rthur C
harles C

larke

と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
以
後
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク
と
表
記
す
る
。

（
22
）
ヴ
ェ
ン
ト
、
一
九
〇
六　

三
枝
他
訳
、
一
九
五
三
、pp. 32-33.

（
23
）
ヴ
ェ
ン
ト
、
一
九
〇
六　

三
枝
他
訳
、
一
九
五
三
、p. 33.

（
24
）
Ｃ
ｆ. 

柴
田
、
二
〇
〇
七
、
柴
田
、
二
〇
一
一
。

（
25
）D

agognet, 1996, p. 24/ 

ダ
ゴ
ニ
ェ
、
一
九
九
六　

金
森
訳
、
一
九
九
八
、p. 20.

（
26
）
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
小
川
訳
、
一
九
七
六
、p. 97.

（
27
）
例
え
ば
、
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
は
三
つ
、
Ｒ
・
Ｂ
・
フ
ラ
ー
（R

ichard B
uckm

inster Fuller, 1895

〜1983

）
は
二
つ
のextension

を
組
み
合
わ
せ
て
理
論
を
構
築
し
た
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
（
柴
田
、
二
〇
〇
九
、
柴
田
、
二
〇
一
三
ｂ
）
を
読
ま
れ
た
い
。

（
28
）
広
瀬
、
二
〇
〇
七
。

（
29
）
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
一
九
八
〇　

山
崎
他
（
訳
）、
一
九
八
五
、pp. 11-25.
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（
30
）
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
一
九
八
〇　

山
崎
他
（
訳
）、
一
九
八
五
、pp. 26-41.

（
31
）
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
一
九
八
〇　

山
崎
他
（
訳
）、
一
九
八
五
、pp. 264-268.

（
32
）
バ
ナ
ー
ル
の
著
書
の
一
部
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。https: //w

w
w

.m
arxists.org/archive/bernal/

（
二

〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
取
得
）

（
33
）B

ernal, 1929, p. 35.

（
34
）B

ernal, 1929, p. 35.

（
35
）B

ernal, 1929, p. 41.

（
36
）B

ernal, 1929, pp. 39-46.

（
37
）B

ernal, 1929, p. 33.

（
38
）B

ernal, 1929, p. 33.

（
39
）
プ
ラ
ト
ン
、
藤
沢
（
訳
）　

一
九
九
三
、pp. 133-135.

（
40
）
サ
イ
ボ
ー
グ
が
主
に
論
じ
ら
れ
る
「
肉
体
」(“T

he Flesh”)

の
章
の
前
の
「
宇
宙
」(“T

he W
orld”)

の
章
で
は
、
人
間
の
知
力
に

よ
り
熱
力
学
の
第
二
法
則
を
脱
し
、
同
法
則
が
支
配
す
る
宇
宙
の
終
末
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
壮
大
な
構
想
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
41
）
ク
ラ
イ
ン
ズ
は
一
九
七
〇
年
に
受
け
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー(G

ray, 1995)

で
も
、
サ
イ
ボ
ー
グ
の
構
想
が
治
療
的
技
術
で
あ
る
こ
と
に

念
を
押
し
て
い
る
。

（
42
）
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
初
め
て
定
式
化
さ
れ
た
の
は
、
Ｍ
・
マ
ル
ヤ
マ
（
丸
山
孫
郎
）
の“T

he second 

cybernetics”

（
一
九
六
三
）
に
お
い
て
で
あ
る
。

（
43
）『
宇
宙
・
肉
体
・
悪
魔
』
の
節
に
相
当
す
る
「
小
見
出
し
」
は
訳
者
の
鎮
目
鎮
夫
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
原
著
に
は
な
い
。
こ
の
点
、

鎮
目
氏
も
断
っ
て
い
る
（p. 101

）。
訳
書
に
あ
る
「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
（p. 44

）
は
、も
ち
ろ
ん
原
著
の
書
か
れ
た
時
代
に
は
存
在
せ
ず
、

バ
ナ
ー
ル
が
こ
の
語
を
使
っ
て
思
考
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

（
44
）
同
書
か
ら
は
、Ｃ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン(C

harles D
arw

in, 1809

〜1882)
の
進
化
論
を
敷
衍
す
る
と
の
意
図
（p. 52, p. 79

）
と
と
も
に
、

マ
ル
ク
ス
へ
の
肯
定
的
評
価
（p. 85

）
が
読
み
取
れ
る
。

（
45
）E

.g. B
ernal, 1929, p. 33.
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（
46
）
同
シ
リ
ー
ズ
に
はextension

を
使
用
す
る
他
の
論
考
も
あ
る
（e.g. Fournier d’ A

lbe, 1925

）。
し
か
し
、
バ
ナ
ー
ル
の
よ
う
に

こ
の
概
念
を
人
間
の
進
化
の
契
機
と
捉
え
、
進
化
論
に
昇
華
し
た
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
47
）
永
瀬
（
一
九
九
六
）
も
、
バ
ナ
ー
ル
の
論
考
が
、「
ホ
ー
ル
デ
ン
の
こ
れ
ら
の
考
察
に
対
す
る
物
理
学
者
か
ら
の
挑
戦
」（p. 117

）

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
器
官
一
般
の
機
械
に
よ
る
置
き
換
え
行
為
」（p. 124

）
に
注
目
し
て
バ
ナ
ー
ル
の
思
想
を
「
サ
イ

ボ
ー
グ
の
ル
ー
ツ
」（p. 116

）
と
認
め
る
点
で
永
瀬
の
論
考
は
本
稿
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
同
書
に
は
、「
置
き
換
え
」
が
「
拡
張
」

の
効
果
を
も
た
ら
す
点
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
（p. 130

）、「
拡
張
」
と
「
延
長
」
を
混
同
し
て
い
る
箇
所
も
散
見
さ
れ
る
（
ｅ.

ｇ. p. 

132

）。
同
書
の
論
考
は
「
拡
張
」
概
念
に
依
拠
し
た
系
譜
学
的
考
察
（
ｃ
ｆ. p. 131

）
の
試
み
で
は
あ
る
も
の
の
、「
拡
張
」
の
「
起
源
」

探
し
の
作
業
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ゆ
え
他
の
概
念
と
の
分
節
が
不
十
分
な
た
め
、本
稿
の
「
系
譜
学
」
の
範
例
と
は
な
り
え
な
い
。

（
48
）
前
出
のA

ndy C
lark

と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
以
後
ク
ラ
ー
ク
と
表
記
す
る
。

（
49
）
ス
テ
ー
プ
ル
ド
ン
、
一
九
三
〇
、
浜
口（
訳
）、
二
〇
〇
四
、pp. 240-265.

（
50
）C

larke, 1973 (1962), p. 240.

（
51
）
ラ
モ
に
よ
る
人
間
と
機
械
の
分
業
論
が
「
拡
張
」
に
依
拠
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
柴
田
、
二
〇
〇
七
、
柴
田
、
二
〇
一
一
）

で
詳
説
し
た
。

（
52
）C

larke, 1973 (1962), p. 233.

（
53
）C

larke, 1973 (1962), p. 243.

（
54
）C

larke, 1973 (1962), p. 244.

（
55
）C

larke, 1973 (1962), p. 230.

（
56
）C

larke, 1973 (1962), p. 229.

（
57
）C
larke, 1973 (1962), p. 230.

（
58
）C

larke, 1973 (1962), pp. 230-232.

（
59
）W

arw
ick, 2002, pp. 106-107.

（
60
）W

arw
ick, 2002, pp. 303-304. 

「
進
化
」
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
存
在
に
対
す
る
忌
避
の
感
情
か
ら
は
、
あ
る
種
の
優
生
思
想
が
読
み

取
れ
る
。
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（
61
）W

arw
ick, 2002, p. 61.

（
62
）W

arw
ick, 2002, p. 295.

（
63
）W

arw
ick, 2002, p. 298.

（
64
）W

arw
ick, 2002, p. 61.

（
65
）W

arw
ick, 2002, p. 136.

（
66
）W

arw
ick, 2002, p. 136.

（
67
）Scott, 2006, pp. 141-142.

（
68
）W

arw
ick, 2002, p. 291.

（
69
）W

arw
ick, 2002, p. 85.

（
70
）W

arw
ick, 2002, p. 292.

（
71
）
例
え
ば
、
Ｓ
・
ホ
ー
キ
ン
グ (Stephen H

aw
king, 1942

〜) 

が
二
〇
一
五
年
秋
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
番
組
で
次
よ
う
に
語
っ
て
議
論
を

巻
き
起
こ
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。「
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
手
に
し
て
い
る
原
始
的
な
人
工
知
能
は
、
極
め
て
有
用
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
完
全
な
人
工
知
能
の
開
発
は
人
類
の
終
わ
り
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
」(http: //w

w
w

.afpbb.

com
/articles/-/3033764)

（
二
〇
一
五
年
一
一
月
九
日
取
得
）

（
72
）E

.g. C
lark, 2003, p. 10.

（
73
）C

lark, 2003, pp. 3-11.

（
74
）
Ｇ
・
ス
ト
ッ
ク (G

regory Stock) 

は
、
人
工
装
置
の
外
科
的
な
移
植
を
要
件
に
す
る
サ
イ
ボ
ー
グ
に
対
抗
し
て
、
非
侵
襲
的
に
機

能
の
増
強
を
実
現
す
る
機
能
的
サ
イ
ボ
ー
グfunctional cyborg
を
意
味
す
る
「
フ
ァ
イ
ボ
ー
グfyborg

」
を
提
唱
し
、
後
者
が
エ
ン

ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
主
流
に
な
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
詳
し
く
は
拙
稿
（
柴
田
、
二
〇
一
一
）
を
読
ま
れ
た
い
。
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